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            序　文

            この本は、世界中で真実の探求者を驚かし啓蒙し続ける霊的遺産を残した、素晴らしい幼な児の預言者の行いと啓示を短く文書化した、歴史的な記述書です。

            　

            その遺産は、それが意図された、ごく少数の進化した魂が、その明らかにされた変身の教えを受け継ぐ事を確実にするために、今まで守られ維持されてきました。この本と続編の１４冊の装丁された本のシリーズは、その天賦の才能を持った幼な児によって明らかにされた預言と言葉が取り扱われていますが、それらは印刷されることの無い口頭の教えによって補足されます。まさに口頭の教えなしでは、書かれたテキストを完全に理解されることはできない――それは神秘主義者が人づてに彼らの門弟に隠された教えを伝達した初期の救世主の教会の伝統に従っている――このやり方は初期の一般に門戸を開いていない教会のやり方であったが、それは後に新約聖書と共に一般に門戸を開いた、大衆向けの教会に取って代わられました。

            　

            秘密の口伝の教えが、教会から失われたことは一般に学者達によって認められています。 今回復活された口伝の教えは、キリストのメッセージの謎に新たな意味を与えるだけではなく、誠実な探求者に、霊的な光の体の再生のため初期のキリスト教徒によって使用された権威正しい方法である、ある甦えらせるプロセスが与えられています。そのプロセスが、完全に新しい環境条件の下で生きている近代人に使えるように、改正され、そして不可欠な新しいテクニックで補われて、復活したことは注目すべきであります。熟達した知識があり、かつ有能な神秘主義者が、それを応用して一度経験すると、変身のプロセスは普遍的な宇宙の法則の力と真理であることを証明します。

            　

            ユダヤ教とキリスト教の伝統で育った背景を持っている人たちには、その幼な児の教えや、言葉や預言が彼らの宗教的な信念を減ずるのではなく、より大きい意味を与えることを発見することでしょう。

            　

            権威ある預言者幼な児が現代に現われることは、預言的な先例なくしてはありません。平和と真実をもたらす人が、一人の宇宙的な人間が、天才の幼な児の容姿で、地球へ最後の降臨をするということは、 幾千年にも及ぶ長い歴史を持ちます。 クムランの修道士、あるいは、そこからイエスが現れたと信じられるエセネ派の人々によって保管され、発見された死海文書の断片には、期待されている驚くべき幼な児、神のカウンセラーが、そして、その人は紛れもない体の印を持っているのだが、新しい時代の始まりを告げる為に未来のある時に来ることが書かれております。 神によって選ばれし人、彼の人生さらにその息までもが、前もって決められたものであります。人生の早い時期に高度に成長した性質を見せたモーゼとかイエスのように、天才児は２歳にして早い成熟を達成し、平均的人間が知りえない天界の知識を明らかにする。 加うるに、神から送られた幼な児は、ある素晴らしい未来の宇宙的出来事の先駆者の役をする。（クムラン死海文書の断片的な巻き物テキストから）

            　

            ヘブライの経典で、預言者イザヤが、「狼は子羊とともに宿り、そしてヒョウは、子やぎとともに伏し、子牛と若いライオンと肥えた家畜が共にいて、そして小さい幼な児がこれを先導していく。」時と、来るべき新しい平和の時代について書きました。（ イザヤ書 　　１１：６ ）

            　

            イエスは、しばしば謎のような寓話で彼の門弟に話をしたが、寓意的な用語で未来に現れる幼な児に言い及びました：「その時、弟子たちがイエスのもとへ来て、言いました、「天の王国では誰が一番偉いのでしょうか？」 そこで、イエスは小さい子どもを呼び寄せ、彼らの真ん中に立たせて、言われた、「まことに、あなたがたに告げます。あなたがたも悔い改めて、子供たちのようにならない限り、決して天の王国には、入れません。だから、子供のように、自分を低くする者が、天の王国で一番偉い人です。また、誰でもこのような子供の一人を、私の名のゆえに受け入れる者は、私を受け入れるのです；」」（マタイ書　１８：１― ５）

            　

            トーマスの神秘主義の福音書はトーマスにイエスが話された秘密の言葉を含んでいて、それは再び「小さな幼な児」に言及します。 イエスは言います：「日々の生活に疲れた年を取った男は、生まれて７日の小さな幼な児に、生命の場所について尋ねる事をためらわないようにしなさい、そうすれば彼は生きるでしょう。」 また別の時に、トーマスがイエスの磔の刑の直前に尋ねます：「主よ、人間のために輝く、目に見える光はなぜ昇り、そして沈みますか？」 救世主は言います、「 おお、祝福されたトーマスよ、目に見える光は、あなたがこの場所に留まらないで、この地より出るようにする為に、あなたの為に輝く。しかし全ての選ばれし者が、動物的な性質から脱皮した時、その光は真なる本質に戻り、そして、その真なる本質がその光りを包含する。」 後でイエスが言います：「もし、彼らがあなたに「あなたはどこから来られましたか？」と、問うなら、彼らに「我々は光の世界から来ました、そしてそこでは光はそれ自身が源を発し、そして光は自らの姿でその本性を明らかにしました。」と、言ってください。 もし、彼らがあなたに「あなたは誰ですか？」と、問うなら、「我々は神の息子達です、そして我々は生きている父なる神に選び出された者達です。」と、答えなさい。」

            　

            これらの言葉はイエスがもうひとつの世界、光の世界、あるいは天国の王国から来たと主張しています。

            　

            古代のペルシャの本が未来に現れる幼な児について、この世界から召されるが、しかし光の中に彼自身を明らかにすると言われています。 彼は「聖なる言葉の幼な児」と呼ばれます。 彼が昇天した後で、素晴らしい天才児が空に現れ、そして光が輝いているのが見られ、その光は太陽のそれより光り輝くことであろうと言われています。

            　

            インドでは、いずれかの未来に、マハプラサ　カクラヴァルタンと呼ばれる、奇跡的な赤ん坊が、この世界に現れるであろうという古代の神話伝説が存在します。この伝説は、最も早いヴェーダの大冊、ヒンズー教の最も古い聖書、そして更に以前の、インドのアーリア人以前の伝説にまで戻ります。この伝説的な赤ん坊の記述は、種々の仏教徒とジャイナ教徒の書物、そしてヒンズー教のプラナス、更に数多くの他の作品にも記述があります。 カクラヴァルタンの最も良い記述はセイロンの仏教のパーリ語キヤノンで見いだされます。 この素晴らしい赤ん坊は、彼の体の上にはっきりとした印を持っていることで識別されるでしょう。 彼がこの世界に入って来ることで、公正かつ創造的な宇宙の権威の下で、普遍的な平和と平穏に対する人間のあこがれを満たすこととなるでしょう。

            　

            　

            すばらしき幼な児は、天空に据えられた、発光性の太陽に伴われるでしょう；真に、カクラヴァルタンのシンボルは、新石器時代の太陽車輪で、本質は太陽です。 彼は古き太陽と光と世界の生活が転換を経験すると宣言するでしょう。 新しい太陽は、区別なく、すべての生きとし生けるものの上に、癒す光を輝かすでしょう。

            　

            イスラムの伝説には、未来に到来する「神に導かれた人」、マーデイ 、待ち望まれた救世主の話があります。マーデイの到来で、人類は今までになかった様な大きな祝福を体験し、喜びを感じとるでしょう。 言葉としての「マードの人」（揺りかご）には照会があります。 もう１つの物語には、マーデイが５歳か７歳、あるいは９歳までしか生きず、この世界から昇天すると繰り返し述べられています。 マーデイは、預言の印と共に顕著に印象づけられるであろうと言われた。

            　

            古代のエジプトでは、主な宗教は光の宗教、輝きの父のそれでした。 アンヌの寺院の中心には、祭壇の大広間があり、その入口は東に昇る太陽に向かう入り口と、西に沈んでいく太陽に向かう入り口があるということを指摘することは、興味深いことであります。この大広間を抜けたところは、揺りかごで描写される幼な児の大きい大広間がありました。 他に蓮に座っている太陽の幼な児の描写もありました。

            　

            素晴らしい特質を授けられて、そしてめでたい体の特徴で印を付けられた男の幼な児、不思議な赤ん坊の未来の到来は、ゾロアスター教のゼンドーアベスタにも記録されていますが、それと同様に古くて、そしてユダヤ教徒によって、そして後にキリスト教徒によって崇めたてられ栄誉を与えられた、黙示的なイメージのシビリアン神託書にも記録されていました。

            　

            この神託書は、ヴァージルの叙事詩的な田園詩の４番を啓発し、これはラテン語の文学で最も論じられた詩で、それは太陽から国王として送られる、神の驚くべき幼な児の事で、その出生において自然の転換と黄金時代の兆候の強化増大が始まるであろうと言う事を、取り扱っています。

            　

            「しかし素晴らしい天の優雅が支配するべき時に、そして神聖な幼な児がある日、まったく有害な人間のために奈落を開き、すべての邪悪を破壊するべき時。」 （ 田園詩４）

            　

            「男であろうと女であろうと、そのような時に生きる人々は３倍幸せである・・・星多き天国から人間に与えられた良き法律が機を熟したその時、良き裁きが・・・（ シビリアン神託書　３.３７１－３７４）

            　

            「そして、それからその日の出から神は、すべての土地から戦争の破滅からの救済を与えるべき国王を派遣せられる：」（ シビリアン神託書　３. ６５２ - ６５３）

            自然の転換と太陽の強化増大は黄金時代の夜明けの最初の破滅的な兆候であります。 神の使者、マラキが言葉でこの出来事を預言しました：「しかし、私の名を恐れるあなたがたには、正義の太陽が上り、その翼には、癒しがある。あなたがたは外に出て、牛舎の子牛のように跳ね回る。」（ マラキ書 4:2 ）

            　

            バビロニアに取り残されたユダヤの種族であり、バプテスト(洗礼者)のヨハネにまで先祖をたどれるといわれるマンデイーンの人々が残した古代の経典は、最近死海の近くのクムランで発見されたエセネ派の経典と、多く共通した部分があります。彼らの宗教は光と暗闇の勢力、そして人間にある２つの精神について語られています。

            　

            　

            次の終末論的引用は、偉大なる本と訳されるギンザから抜き出されましたが、そこには人類のための道または救済を開くために、時代を超えて現われる「光の使者」に関した記述があります：

            「私は光の使者です

            素晴らしい神が私をこの世の中に派遣されました。

            私は正真正銘の使者です、

            私には偽りはありません。

            誰であれ神のお言葉と教義を受け取るならば

            彼の目は光で満たされます

            そして彼の口は称賛で満たされます

            そして彼の心は賢明さで満たされます・・・。

            私は良き人のために方法を準備しました

            そして世界のために門口を作りました。」

            　

            この本は我々の近代に現われた幼な児ジャミルの短くも、驚くべき生活を記録したものです。彼は光の使者で、彼の啓示は、人類の霊的な進化にとって新しい希望を与えるものでした。超自然の使者として、彼は他の者の賞賛と賛美にはよそよそしかったが、この世界に救済の鍵を寄付しました。彼が３歳で死亡したことは、光の使者が人類を捨て、不滅の人の領域に戻ることについて語る、次の マンデイーン人の預言と符号しているように思われます：

            「幾度私はこの世界に来ましたか？

            幾度彼らは私を無視しましたか。

            私の最後の宣言と共に私はこの世界を去ります

            決して戻ることはない。

            私の精神と魂は神に戻ります。」

            　

            この本で描写される物語は真実です。登場する人物は、求めに応じて彼らのプライバシーを守るべく、名前をあげなかったが、実在の人達です。これらのページで記述された主人公の男は、彼の一生を捧げた仕事は一般大衆には知られていないけれども、国際的な名声を持つ人物です。彼は彼に委託された貴重な教えを、神聖なままの状態に保つと誓った人達にだけ、分け伝えています。
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			第１章　真理に生きる人

			　かつて、アメリカのある都市に、他の人達と大して変わらない一人の平凡な男の人が住んでいた。その人は、ユダヤ人から見た異邦人であった。彼の先祖は何世紀か前に新世界へやって来たが、子孫に宗教上の自由を与えることを望んでいた。彼は若い頃、キリスト教的倫理を学んだ。そして彼は心の中で神✠を知り、神✠に仕えたいと思った。彼の信仰は単に純真なものであった。しかし、又、これほど偉大な信仰も他にはない。

            １

            　その人は大きな理想を持った人だった。

            ２

            　彼は聖書✠の研究に長い時間をかけた。彼は主✠の道を切り開いたヘブライ人預言者の物語を読み感動し、イエス✠が生きていた時代に戻りたいと思った。彼は救世主✠が現れ、物質の束縛から解放してくれることを望んだ。彼は多くの人と同じく、その日が訪れることを信じていた。

            ３

            　彼は悟りの道に入れるよう神✠に祈り、夜明け前に起き、同じキリスト教徒と共に神を賛美して歌った。そして、大人になるにつれ、自分のなすべきことがはっきり分かるようになった。宗教生活に入ろうという熱意に燃え、胸をわくわくさせながら家族の者や友人に別れを告げた。

            ４
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			第２章　最初の啓示

            　大学に通っている間、その人は友達との交際を避け、一人で森林地帯に入り、あるいは自分の部屋の静けさの中に身を置き、神✠との霊交を熱心に求めた。神秘家がしているごとく、ひそかにキリスト教徒の生活を送った。

            １

            　ある朝、お祈りをしている時に、彼は自分の永遠なる魂に話しかける声✠に気づいた。「目に見える教会はキリスト✠の御真意を伝えていない。」　

            ２

            　その声✠を聞いて彼の心は波のごとく動揺した。子供のころから教わっていたことは、キリスト教徒は教会の権威を決して疑ってはならぬという事だったからである。彼は心の中で苦悶した。彼は自分の宗教に対し深い信仰をいだいていたため、その声✠の正しさを疑った。再び、その声✠が聞こえてきた。「世の中に戻り、そこでキリスト✠のお導きを待ちなさい。」

            ３

            　目上の人達にはこの出来事を話さなかったけれど、キリスト✠の伝道的使命に対する隠れた意味の可能性を深く追求した。長い法衣をまとった牧師や学者は首を横に振り、彼に邪説や不敬な言葉に対し警告を与えた。

            ４

            　これらの善意に満ちた言葉にもかかわらず、彼は正規の学習をあきらめるべきだと強く感じた。そこで、世の中に戻り、約束された出来事を待つことにしたのは１９４８年６月のことであった。

            ５
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			第３章　光が見えた

            　神✠の御意図も分からずに、彼は聖書✠の研究に精力を傾け、キリスト教徒としての義務を果たしながら、他の人と同じように生計をたてていた。

            １

            　歳月が流れ、彼は結婚した。昼は家族を養うために働き続け、夜は思索にふけり、聖書✠を読んだ。それでもまだあの声✠は聞こえなかった。家族との生活は非常に楽しかったのだが、自分が物質界のことに巻き込まれていることに気づき、はたして聖職から身を引いてよかったのかどうかと思うようになった。

            ２

            　何年もの間に数千冊の書物に目を通した。聖書✠を研究しながら、内面的に光明を与える何かより深い意味を発見したいと思っていた。かくして最初の啓示✠があってから７年後の１９５５年８月１４日の夜に、一つの大きな星がまるで生きている松明のごとく明るい光を出しながら夜空を流れてゆくのを見た。その時、神より授けられた魂✠の耳にあの声✠がまた聞こえてきた。そして、その声✠は次のようなことをはっきり告げたのであった。即ち、霊のお告げにより聖書✠を書いた人達は、神✠のお使いであるけれども、その御教えは新しい権威のもとで新しく学ぶ必要があるというのだ。そしてそれが第二の啓示✠であった。

            ３

            　その光は次第に消えてゆき、再び彼は一人の人間に戻ったが、あらゆることを超越して、自分の身を清め、真理を学ぼうという願望に燃えていた。

            ４

        

    
    [image: 光の子シンボル]
    

		
			第４章　第三の啓示

            　その人は聖書✠をより深く研究し、断食をし、心に光明が現れるように神✠に祈りを捧げた。しかし、聖書✠の深い意味はどうしても分からなかった。

            １

            　徐々に、彼は神✠の言葉というものは文字や形となって、紙に書き込まれたりするものではなく、男女を問わずどの人も自分自身で体験せねばならぬ生きた力であることに気づき始めた。謙虚な気持ちになって、智恵と神の導きを祈った。

            ２

            　彼は宗教の本質を理解しようとした。紙に書かれた教理や神学論の範囲を超えようとした。人類の偉大な宗教書を読み、アクヘナテン✠、モーゼ✠、仏陀✠、クリシュナ✠、老子✠、ゾロアスター✠、モハメッド✠、南北アメリカのヴイラコウチャ✠など、その他にも沢山いる預言者がそれぞれの尊重されるべき国の人々に対し神✠の特別な御教えを伝えたのであるが、すべての預言者がほとんど共通した御教えを持ってきていた事を発見した。

            ３

            	

            　彼は自分の求めているものが神✠から現されるべきものであり、自分自身の認識力とか感情の働きを通して得るものではなく、物質界に属する精神・肉体から切り離された実在化された霊的意識を通して与えられなければならぬという事を知った。

            ４

             あらゆる時代の聖者✠はイエス✠によってもたらされたのと同じ教えを数多く教え、イエス✠と同じ運命を共にしたけれども、彼は、イエス✠――多分、他の聖者も同じことだと思うが――紙に文字の形で残すようなことを避けた何か特別な教えを伝えていたのではないかと思った。それがどのようなものであれ、象牙の塔にこもった学者の研究だけでは足りないことは確かだ。

            ５

            彼は書物を脇におき、キリスト✠の霊に自己の生命そのものを捧げた。

            ６

            第二の啓示✠から５ケ月経った１９５６年１月２１日の夜、第三の啓示✠が現れた。熟睡から目が覚めると部屋全体が非常に明るい白い光で輝いていた。ベッドの上で真直ぐ座り、輝く光の中心をじっと見た。光は正午の太陽より明るいが、目には痛くなかった。この世の光というのではなく、むしろ天国のどこかより現れた光のようだ。

            ７

            　目が明るさに慣れてくると、光り輝く四つの顔が一つの幻となって見えてきた。その容貌はなめらかで、つるつるしており、あたかも黄金を磨いて形づくったかのようだ。彼らはダイヤモンドのように輝く玉虫色の目でこちらを見つめていた。非常に落ち着いた様子で、哀れみ深く、微笑んでいるかのように見えたけれども、唇は少しも動かさず、何も言ってくれないのだ。

            ８

            　この神々しい光景を見上げながら、彼は両手を差し伸べ、「父なる神✠よ」と叫び、神✠の天使であることを認めた。

            ９

            　身も心も奪われるほどの美しさにくぎ付けになり、じっとその光を見ているうちに五番目の天使が前の方に出てきて、彼のすぐ前にぴたり止まった。光✠の天使は天の光に包まれており、その目は太陽のごとく燃えていた。

            １０

            　光の衣をまとった天使✠の顔を見つめていると、天使がその目から流れ出る光で自分に語りかけていることに気がついた。その瞬間、彼は肉体の限界を超えたのだ。彼の肉体と心は中心の光から栄養を受けて、呼吸する必要は全くなくなった。時の流れがピタッと止まってしまった。

            １１

            　天使の出現と、あたり全体を照らし彼の身体を外套のように包み、他のあらゆるものを消し去った光によって、その人は霊的意識✠を通し、神✠と一つになった。そして彼は自分が霊交✠されている事に気づいた。

            １２
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            第５章　天啓

            　彼の内より聞こえてきた天使の声✠は次のように言った。「キリストの新しい降臨✠が迫っている。人間の霊に教義を伝え、キリストの時代✠を開幕するためにこの世に現れる者がいる。太古から、この世の主権がキリスト✠の手に移り、世の末が訪れた時、神✠は聖なる者✠を遣わすという事が書かれている。人間を産み出した力から生命を受け、その力から霊感を得た光の宗教✠が正義の太陽✠を通じて現れ、霊光体を甦らせ、神✠との合一を切望する人間を産み出すことになる。」

            １

            　「永遠なる光の幼な児✠は世の中の秩序を回復しようとして人間の姿となり、他の人間と同じようにこの世に現れる。霊的に盲目な者はその人のお陰で開眼することになる。そして特にこの日に、いと高き所より霊の糧✠が与えられ、神霊がこの世に現れることになるであろう。死せるものは再び生き返る。封印✠が解かれることになる。」これらのことを述べた後で、天使✠は黙ってしまった。

            ２

            　光は少しずつ薄くなってゆく。その人は天使の姿が最初に現れた所から戻ってゆくのを見守った。一番近くにいる天使の安らかな目を見ていた――永久に自己の心に残るだろう天使――その姿が消えて行くのに気がついた。

            ３

            　次第に体の感覚がもとに戻ってきた。再び息をしているのに気がついた。

            ４

            この間ずっと妻はそばで寝ており、この出来事に気づかなかった。

            ５

            　その人は幻の意味がよく分からなかった。俗界にいて世俗的な人間なのでまだ霊感を受けていなかったからだ。しかし、その幻を見て心がとても落ち着いてきた――彼は知らず知らずに眠りに陥って行ったが、彼の魂は喜び勇んでいた。見知らぬ国へ行き、見知らない人と会っている夢を見、風吹く砂漠や雪をいただく山が夢の中に現れた。彼は急流が流れている広大な緑色のジャングルにおり、人里離れた山の峰に建っている白い石の大寺院群の中にいて、くずれ落ちたピラミッドがあり、忘れられた民族の廃虚となった町がずっと広がっていた。

            ６
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			第６章　神の召し出し

            　翌朝、彼は妻に昨夜の出来事を話し、神✠に身を捧げる準備をせねばならぬことを語った。妻は夫の言葉に耳を傾けていたが、天使✠の幻について聞かされた時、警戒の色が顔に現れた。

            １

            　その数日後に、教区の牧師がやってきて、例の件を問いただした。彼はその話をした。牧師は我慢して聞いていたけれども、その後で、幻覚を見たのではないかと言った。

            ２

            　教会の代表者であり、霊的指導に身を捧げている人が天使の姿や霊の現れを認めないので理解に苦しんだ。後になって、妻が彼を棄て、二人の息子を連れて去った時、この話をしたことが間違いであることに気づいた。この結果、身の破滅を招いてしまった。財産、社会的地位、家庭、家族を失ってしまったのだ。

            ３

            　気がついた時には、この世で一人ぼっちになっていた。彼は人間の冷たさを呪い、心泣きに泣いた。しかし、魂は強かった。神✠が或る聖なる目的のために人間に試練を与え、強い人をつくり上げてゆくのは苦悩と肉親からの別離による場合が多い。心の痛手から立ち直った時、その人の霊的理解は更に深くなっていった。

            ４
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			第７章　太陽に光の天使が現れる

            　ある朝、彼は考えをまとめ、神✠に仕える最もよい方法を考えるため丘に登った。樹木でおおわれた丘の上にのぼり、よく行く聖母マリアの像が安置されてある洞穴に入った。敬虔な気持ちで、ろうそくに火をつけ、聖母マリア像の足元に花束を置いた。ひざまずき、数珠を取り、そして祈った。長い間、ひざまずいていた。暖かい朝日が肩にふれ、黄金の日輪を迎える鳥の鳴き囀る声が聞こえなかったら、もっと長い間ひざまずいていたかもしれなかった。彫像から向きを変え、岩棚の所まで歩いて行き、眠っている町を立ったまま見下ろし、明るい光にまばたきした。彼は目を閉じて、夜明けの最初の光を受けて眠りからさめる野生生物の音に耳をかたむけた。

            １

            　そよ風が顔をなで始め、頭上のこずえがささやくように舞っていた。金色の光がまぶたに当たると、黄金色の日輪をのぞき込みたい衝動に駆られた。ゆっくり目を開けると、あたり一面は光で輝いていた。下の方を見ると、林や草地は朝靄を通して、何百万という光り輝くダイヤモンドで織った絨毯のようであった。左の目の端に、やわらかいクモの巣についた露が、あたかもプリズムで作り出したかのような七色の虹を映している光景が見えた。

            ２

            　彼は直接に太陽を見た。変幻きわまりない万華鏡のような色や幾何学的模様が目の前に浮かび出た。小さな太陽のような彼の目はこの偉大な光と一つになった。そして、いま天空の心臓として鼓動しながら宇宙の中心を回っている銀河の一部になったのだ。

            ３

            　この永遠なる光✠が彼の存在を包んだ時、ある暖かさと強さを全身に感じた。そして彼は神✠と一つになった。太陽は宇宙の驚くべき音を生のままですべて伝えた。それは、天地創造の物語を告げる黄金色の楽譜から流れ出る交響曲であった。その人は現実の世界を超越した。彼の目によって魂は太陽に触れたのだ。そして、いままで暗い地の底に閉じ込められていたかのような彼の魂は、今や自由の翼を与えられ、永遠の光へと帰り行ける喜びでいっぱいであった。そうして、心の奥底に、あまりにも長い間隠れていた聖霊✠が甦った。

            ４

            　その時、太陽を横切るようにして、一年前に現れた光の天使✠の顔が四つ見えてきた。以前のように語りかけてきた、「ペルーヘ行きなさい。そこで、キリスト✠のお告げを受けるがよい。」そして、天使✠は、彼を残したまま東の空の光の中に消え去った。それ以来、彼は毎日、日の出と共に、儀式的に太陽へ目を向けることにしたのであった。

            ５
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            第８章　按手礼

            　その人は、ペルーヘ旅立ち、１９５７年４月１４日に同地に着いた。そこで彼を迎えてくれたのは、彼の来る知らせを受けていたキリスト教徒である神秘家のグループであった。彼らの中に、一人の中年の婦人がいた。職業は看護婦で、三人の子供がいた。男の子が二人、年下の女の子が一人だ。彼の話を聞いた後で、彼女は是非とも一緒について行きたいと言った。まだ１６才の長男は、この来訪者の言葉をじっと聴いていた。その若者は顔立ちがよく、体つきはほっそりしていて、やせ顔の目鼻立ちの整った人で、生まれつき意志が強く、知識を渇望していた。その子も一緒について行くことに同意した。

            １

            　これで、最初の仲間が集まったというわけである。

            ２

            　その男と従者達は北の砂漠に向かった。日中は燃えるような太陽の下で、乾き切った砂漠を歩き、古代人の廃虚を訪ねた。そして彼は、夜になると星の下に座わり、創造の驚異を沈思黙考し、啓示を待った。何週間、そして何ケ月かが経った。しかしながら、啓示らしきものは現れなかった。だが、その年の１０月２１日の夕方に、彼は聖霊の来訪を体験した。

            ３

            　熱帯の熱い太陽の下で、幾日も幾日も、果物と野菜しか食べず、断食を続け、何時間も祈ったから、この世を超越したのだった。熱病にかかったので、若者を連れてペルーの首都リマの涼しい地方へ移った。何日間も自分の部屋に入ったきりで、身体が火のように熱くなり、熱が高く、苦しんだ。

            ４

            　彼の目は霊光✠を熱望する素晴らしい目であった。何週間、そして何ケ月間もの間、再び自己を神性✠に結びつけようと熱心に努力していた。彼は、日の出から日没まで輝く太陽に目を注ぎ、太陽が地平線のかなたに沈んだ時だけ焼けつくような日輪から目を放し、自己の存在を霊光✠の中に投じた。そして今や、五体は、燦然と輝くエネルギーで火のようだった――すべてが光✠である別の世界へ移ったような感じだ。

            ５

            　熱が高くなるにつれ、物質界から離れて行った。現世に別れを告げたいと思った。ぼんやりと気づいていた町の騒音が消え、天の音楽が聞こえてきた――あまりにも美しい音色であるため、天使✠の唇から流れてきたように思われた。

            ６

            　神✠の予定なさった事を体験するために死を選ぶ必要があるとしたら、その覚悟はできていた。子供の頃から考えていた問題に対する回答を理解したのは、この変化によってのみ可能であった。彼は目を閉じ、自己のすべてを開放し、自分の魂を神✠の御心に委ねた。大きな責任から解放された時、心臓は止まり、すべてが静止した。それから、自分の目の前に現れた輝く光に気づいた。その光はすぐに神の天使✠になった――霊光✠を放つ大きな姿である。宇宙的存在の天使✠は足元にひれ伏した人間を見下ろしながら彼の感覚に訴えるため手を差し伸べた。

            ７

            　彼はまだベッドに横たわっていて動かない自分の肉体に気づいたが、それにもかかわらず自分の魂から出た隠れた手が天界の方へ上って行くのだ。光の天使✠の目を見つめていると、その光と一つになった感じを受けた。一人の人間が不死の存在者と親しく接触したわけだ。魂が霊魂と一緒になったのだ。

            ８

            　両手でさわると、霊的エネルギーが全身を通って流れるのを覚えた――彼に新しい生命力を与えたエネルギーだ。そして、神の天使✠は次のように述べた。「神から授けられたもの✠は永遠の生命✠である。人間がこの世の親から生まれ受けたままの体で、霊魂不滅をかち得ると思ってはいけない。それは、天にまします父なる神✠から生まれた更に偉大な超自然的な体を持てば可能である。汝のこの世の感覚が働いていないのに汝が甦り、病が治り、真理が見えてきたように、キリスト✠を通じ、人間は死から甦り、体の病は癒され、霊的に盲目の人達は真理を見ることができる。汝は他にほとんど受けた者のいない生命✠を体験しているのだ。しかし、この生命✠はすべての人が受け継いでいるものなのだ。

            ９
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			第９章　お告げで幼な児キリストの誕生を知る

            　天使✠は彼の霊的な手をつかんでいる間ずっと彼の永遠なる意識✠に語り続けた。「天啓を受け、自ら発生し、前存在的なる霊が、古き教えを成就させ、新しき教えを啓示するため、この世に生まれてくることになっている。神✠はその者を無邪気な幼な児の形で送り出すであろう。そして、その子から純粋な教えが伝えられることになる。そして、あらゆる時代のすべての預言者はその人を世の光✠としてあがめ、また、そのように認めるであろう。なぜならその人が太陽✠から現れた王であるから。」

            １

            　「汝はこの世のある婦人に会い、その婦人を妻として迎え、一つに結ばれ、彼女は汝の種を受けることになる――その時生命が閃光を放つ――そして、汝の妻は男の子を宿すが、これがその婦人にとって最後に宿す子となるであろう。その幼な児✠が人間界の中を歩くのは受胎した時からかぞえて３年以内になる。この４２カ月の間にわたり、預言の言葉が告げられるであろう。そして、この１２６０日間に、各国の全家族を代表する世界の教会に偉大な預言が与えられ、偉大な７つの封印✠が解かれ、神の聖典✠が人間世界に示されることになる。」

            ２

            　「その子の印は偉大な栄光の中に現れる光明の十字架✠と新しい正義の太陽✠であるが、それは人類の苦悩を軽減するためで、その子には多数の偉大な天使✠がついている。その幼な児✠は人類に新しい時代の到来を告げるであろう。汝がその幼な児✠のこの世における保護者に選ばれた――幼な児✠がこの世を去る前に悪の力によって危害を受けぬよう注意せよ。」

            ３

            「汝は幼な児のこの世における保護者として幼な児の生命を支えてやり、汝のエネルギーで幼な児のか弱き肉体に栄養を与えることになるが、その真の親がこの世のものでない事を忘れてはならぬ。その幼な児は父なる神✠から来たものであるから。それゆえに、人類のいかなる者からも、幼な児の母親、あるいは、父親に栄光を与えさせてはならない。人間家族のすべての者が等しく人の子キリスト✠の母であり、父であるからだ。幼な児の誕生した時から、それぞれが責任を負うことになる。暗黒の力が幼な児の生命を奪おうと試みるからである。」

            ４

            　「幼な児✠は信仰の対象として生まれてくるわけではない。真理✠を明示し、すべての人間に霊的継承物の成就法を告げるために現れるのである。幼な児✠の行う、神✠及び永遠なる霊光の世界✠との生きた霊交をよく見、観察するがよい。決められた時が来るまで幼な児✠を秘密に育てよ。毎日、よく観察するがよい。幼な児としてのキリスト✠や、世界の霊的指導者✠は、あらゆる時代の多くの国民に、幾度も、その姿を見せた。そして今、その幼な児✠が南北アメリカに現れるけれども、これが最後であり、これによって新しい世界✠が始まる。」この言葉を言い終わると、天使✠は次のような言葉を残し、彼から離れた。「さあ現世に戻りなさい。汝は死から甦った。汝の生命は新生されたのだ。」

            ５
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			第１０章　霊的更生

            　そこで直ちに、彼の心臓は弱く、だが速く鼓動し始め、彼は大きく息を吸った。その人は生きながらえていた。心は嬉しさにあふれ、魂は喜びに満ちていた。ベッドから身を起こし、鏡を見た。自分の姿にはっと驚き、くぎ付けになり、鏡に映った自分の姿をじっと見た――新しい人間になっていた。目の色が変っていた。そして、それは光を放っていた。霊的再生が許されたのだ。不滅の霊体が神✠から授かった喜ばしい賜物であることを知った。それは崇拝であるとか生け贄などの問題ではなかった、ましてや倫理、または知的追求などの問題でもなかった。

            １

            　真夜中が近づいてきた。キングズ市では１０月の縁日が開かれる時で、奇跡の主を拝むために集まった行列の騒音が彼の注意をひいた。窓の近くに行き、外を見た。下を見ると、何千人、何万人もの参拝者が出てきて、大きな群を作り、夜空いっぱいに大きな叫び声や、悲しげな声をたてている。火のともったろうそくを持ち、あちらこちらへ揺れながら進んで行く光景は、大きな炎が暗闇の中を、めらめらと燃えているようであった。人波の真中を見ると、紫色の衣をつけた人が、十字架の上ではりつけになったイエスの像をのせ、色々に装飾した台をかついでいる。すすり泣く哀悼者が強く押すので、彼らは、その力に負け、もみくちゃにされ、列が乱れるので恐れおののき、こうなった事を後悔しているような印象を受けた。

            ２

            　彼は下の光景から目をそらし、長い間そこにいたまま、イエス✠の教えの深い意味が、この哀れな人達に通じていないことを考えていた。彼は人間がこの世で受けたイエス✠の苦悩を忘れ去り、１日でも早くイエス✠の霊的喜びをまねるように努めるならば、霊光✠に目覚める日がそれだけ早くなることを知っていた。彼はあの天使✠が約束してくれた時の光景をはっきり想い出し、それに深く感動し、下の光景から顔をそむけた。その御言葉により、彼は宇宙のまことの神✠が人間に求めていることは、人間が無知という暗黒の力から自由の身となり、その力から解放され、自己の霊的更生の喜びを表す以外に何も代償を求めていないという事を理解することができた。

            ３

            　この御言葉を世の人達に伝えるのに一番よい方法は何かと考えながらベッドに戻った。これが自分の力にまさっている事を認め、天使✠の力をもって語るという神✠により約束された幼な児✠の誕生を待つことにした。彼は眠りに陥った。

            ４
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			第１１章　その婦人との出逢い

            　ツルーヒーヨウがその婦人の生まれた都市で、彼女は沿岸近くにある太陽と月のピラミッドの影が映る所で育った。彼女の顔には自分の家族の深い悲しみと、強いインカ皇帝に降服し、その後スペイン人の征服者に破れた祖先の悲しさが表れていた。子供の頃、父親に可愛いがってもらいたいと思ったが、父親は富の力を誇り、冷たい心で家を治める愛情のない人であった。彼女は母親の口づけを求めていたが、母親は心の空虚な人で、可愛い息子を亡くし生きる望みを失い、悲しさのため子供達の服を涙で濡らしていた。こうして彼女は大人になった。

            １

            　その女性は結婚したが、離婚し、子供と二人だけになった。

            ２

            　それから、その男の人がこの婦人に会ったのだ。彼は神✠のことを話したが、彼女は、もう神✠など信じていなかった。太陽が真っ赤に燃え、淡青色の海に沈んでゆくまで、彼女と一緒に砂浜を散歩した。ピラミッドの所に座り、古代の廃墟が月の光に照らされるのを見つめながら、二人は、やさしい風が砂漠を横切ってゆく音を聴いていた。それは生者を招く死霊の囁きのようであった。すべてが静かになり、夜空の星が回る頃、彼は生まれくる幼な児✠の事と、彼女が神✠に身を捧げる生き方のできることを話した。

            ３

            　そして二人は神✠によって許された時、一つに結ばれた。

            ４

            　おのおのは、お互いの目に太陽✠の輝きを認め、宇宙のエネルギーが全身にみなぎるのを感じた。二人は肉体が創造力の舞台となる神聖な行為を果した。いと高き力が司祭となり、彼らの魂は神✠の心まで届いた。その時、玉虫色に輝く二つの姿が、こつ然と現われた。二人の目に、天使の美しい光✠が差込んだ時、あたかも別世界にいるかのように感じ、自分の顔が振返って自分の姿を見ているのに気づいた。そして、その婦人は身ごもった。

            ５

            　その後で、一人の天使✠が彼の所に現われ、その婦人と共にペルーを去り、彼女を光の幼な児✠が生まれくる北の国へ連れて行くように命じた。

            ６
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			第１２章　聖霊が光の幼な児を守っている

            　そして彼らは巡礼の旅に出て、メキシコのユーカタンに到着した。マヤ王国の古い廃墟の近くのメリダに居を定めた。一緒について来たのは看護婦をしていた人、若者、看護婦の次男にあたる息子、彼女の幼い娘、そして、この婦人の最初の息子だった。熱帯の太陽の下で、みんな一緒に静かな生活を送り、木からもぎ取った新鮮な果物、野菜類、薬草、新鮮な蜂の蜜、ココナツ・ジュースで栄養を取っていた。

            １

            　夜になると、聖霊の姿✠が母親の枕元に立ち、やがて生まれてくる幼な児✠を守っていた。聖霊の姿は東洋的な感じで、背が高く、白と紫の衣を身にまとっており、眠れる母の番をしていた者すべてがこれを目撃した。そして５ケ月目に婦人は病気になった。医師は、腫瘍に近い状態なので、このままでは出産が難しく、母親の命が危ないので胎児である幼な児✠を堕すように忠告した。そこで、彼は婦人を安静にさせるため、コズメル島へ無理に連れて行った。

            ２

            　ある日、海で泳いでいると、その人は海底にある口の開いた貝の中にピカピカ光る真白な真珠の輝きを見た。真珠を取ろうと試みたけれどもそうすることは出来なかった。大きな鮫がその行く手をふさいだからだ。太陽の放つ一条の光が透き通った海の中に入り込み、その宝石に当たると、海は火のごとく燃えあがった。そして、声✠が聞こえてきた。「その真珠は真の教会✠を象徴する。その幼な児✠は真の教会✠を生き返えらせ、それを祝福するであろう。その宝を守るようにせよ。」その声✠は消え、真珠の幻影は見えなくなった。一方、強い潮の流れがその人を岸へ戻した。

            ３

            　

            それからまもなく、その男の人と、その婦人、彼女の息子、そして仲間の人達はアメリカヘ旅立った。その人は涼しい気候が母親の体を守り、幼な児✠の誕生を確実にすると信じたからである。

            ４
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			第１３章　光の幼な児の誕生

            　彼らはフロリダ州ニュー・スマーナヘと導かれ、そこで、海に最も近く、茂みのある小さな丘の家に住んだ。大海原の涼しいそよ風と日光が婦人に力を与えた。

            １

            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

            　ある夜、光り輝く白い球が東の海から現れ、浜辺にいるその男の上で赤く燃えた。彼は右手を胸の上に持ってゆき、印をきり、祈りの言葉を言いながら視線を円い球の方へ向け、その球が現れた事の意味を考えた。

            ２

            　そして、１９５９年３月１６日の朝、星座では双魚宮の日に、その婦人は陣痛を訴えた。受胎してから８ケ月経った日の夜明けに、その幼な児✠が朝日の昇る勢いで生まれた。丈夫で、可愛らしい子であった。美しい幼な児✠を見るために多くの人がやってきた。

            ３

            　母親と幼な児✠が家に戻ってきた時の喜びは大変なものであった。そしてその男の人は赤ん坊を洗礼し、ジャミル✠という名前を与えたが、それは美しいという意味であった。だが、その喜びは束の間のものであった。婦人が熱病に冒されたからだ。そして、彼は天使✠の言葉を思い出した。それは幼な児✠の生まれた時から、その婦人には、もう子供が生まれないという事であった。そして彼は彼女の命が心配になってきた。熱がひどくなり、彼女の髪の毛が抜けてきた。偉大な光✠が婦人のまわりで燃え、彼女の身体そのものが天の力✠で燃やされているかのようだ。その人は自らの治癒のエネルギーを与え、彼女が無事であるように神✠に祈願した。熱は下がり、婦人の命は助かった。その人は、喜んだ。彼女を心から愛していたからである。

            ４

            　しかし、物質界のすべてには犠牲が伴うように、婦人の命を救うために行った手のひら療法のために、彼の得た力と治癒力は消えてしまった。

            ５
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			第１４章　差別的抑圧

            　その子が生まれた日から一つの光が幼な児✠のまわりで輝くようになった。夜には、あたかも別の世界にいるかのように、すやすやと眠り、聖なる光✠が、そのまわりで輝いた。その子は間もなく歩き出したが、ほっそりした脚で、しばしば砂浜に立ち、髪の毛は日光のような光を放ちながら、挨拶するために岸辺によくやって来た海亀を待っていた。そして、日の出から日没まで浜辺で遊んでいたが、その間、太陽はその子の肌をこんがりきつね色に焼いたのみだった。

            １

            　そして、春になると、ベッドの所に花を飾ったけれども、水が全くいらなかった。その子の光✠が花の生命源になったからである。空飛ぶ雀や鷹が舞い降りてきて敬意を表わした。その子が、あらゆる生命と一体であったからである。

            ２

            　その子の食べものは簡単なものであった。最初の２、３ケ月の間母乳で育ち、それからオートミール、新鮮な蜂蜜、果物、木の実、おいしい緑の豆を少し食べただけである。

            ３

            　ある日、その人は幼な児✠が太陽を眺めているのに気づいた。その眼は星のようにきれいな光を放ち、太陽に投げキッスをするため指を唇に持ってゆき、美しい瞳の光✠を父親に向けた時一段と明るさを増した。そして彼は幼な児✠が聖霊の現れである事を知った。

            ４

            　その人は、幼な児✠から霊感を受け、神の導きを望む人々に神の教えを説いたのだが、彼は政府機関より圧迫を受けた。そして、彼は幼な児✠が危害を受けることになるのではないかと心配した。ある声✠が彼の永遠なる意識に次のような警告を与えた。「そのままでいたならば迫害を受ける。第二の故郷へ戻り、指定された時が来るまで人目のつかぬ所で幼な児✠を育て、その事を人に漏らしてはいけない。汝には霊光✠がついているので安心するがよい。」そして、この年が暮れぬうちに、彼らはアメリカを去り、メキシコヘ行き、そこに住んだが、幼な児✠は太陽の下で、すくすく育ち、母親はもと通り元気になった。そこで、彼は３３才の年を迎えた。

            ５

            　幼な児✠に敬意を表わし、その教えを学ぶために多くの信奉者がそこを訪れた。そして、幼いジャミル✠は、アメリカから来たヨガの女預言者にやさしい微笑を示した。その預言者は黄金色の後光を見た。また、アイルランドから来た預言者も、その子を見て霊感を得た。１年後に、この家族はペルーヘ戻り、婦人の生まれた都市に滞在した。

            ６

            　毎日、その人は砂漠で何時間も過したが、しばしば、幼な児✠と共に黙想し、心の波長を太陽✠に向けた。町に帰ってきた時には、彼らの身体全体がエネルギーで輝き、霊光✠に包まれていた。そして、彼と、驚異なる幼な児✠のまわりには沢山の人達が集まり、二人が街路や広場を歩くと、後からついて来たものである。そこで彼は、あまり人目につくので不安を感じ、幼な児✠を庭から外に出さず、世間の人達から遠ざけることに決め、その旨を妻に伝えた。しかし、婦人は、その事を誇りに思い、世間の人達が自分の息子に注意を向けてくれるのが嬉しくてたまらなかった。

            ７

            　ある日、彼女が幼な児✠を連れて市場へ行くと、詮索好きな大人や子供が異常なほど沢山出て来て、幼な児✠のまわりに集まった。彼らは、その子を囲み、強く押したり、髪の毛をつかんだり、服を引っ張った。ジャミル✠は彼らの冷たい視線に苦しんだけれども、そのまま静かに立っていた。そして、確かに彼らは、その子の身体を触る事によりエネルギーを奪った。その時、その人は大騒ぎになっているのを聞き、市場まで飛んで行き、息子を見せびらかした妻を叱りつけた。

            ８

            　そして、その人の身体から魂が抜けてゆく日がやって来た。体が衰弱し、歩けなくなり床についた。以前に、彼はこの世を離れたいと望んだ事が一度あったが、その時、あの天使✠が現われた。今度は、その感情と戦わなかった。彼の家族と仲間の人達は別れを告げるために、彼の枕元にやって来た。彼には、もう日の出が拝めぬことが分っていたからである。

            ９

            　その夜、寝室に香のかおりが満ち、ベッドのまわりに置いたろうそくの灯りが明るく輝いている所で、このような状態をもたらした今までの出来事をじっと考えていると、心が落着き、身体が重くなってきた。幼な児✠のほほえむ顔と、愛の光を放つ太陽のような眼が見えた。そして自分が、幼な児✠のこの世における使命を妨げようとする何か暗黒の力に負けていることに気がついた。そして、自分のこの世で定められた時が来る前にこの世を去ろうという誘惑に耐えた。

            １０

            　それから何日か何週間か経つうちに、幼な児✠とその両親が自分達と違っているので、人々の好奇心は軽蔑の念に変って行った。

            １１

            　彼らは太陽を見たが、目が見えなくなるという事はなかった。

            １２

            　彼らは動物の肉を食べなかった。

            １３

            　彼らは、キリストの時代✠の到来を告げていた。

            １４

            幼な児✠の母親は離婚した女で、心の冷たい女ではなかったか？　父親は遠い国からやって来たよそ者ではないか？　二人とも罪人であり、異教徒ではないか。それから、治安官が彼らを訪れ、彼らの信仰心をためし、神✠の存在を信じているのかと尋ねた。再び、彼らは虐げられた。

            １５
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			第１５章　ユンガイの谷

            　ある日のこと、遊んでいるうちに、婦人の長男が自分の身体の大きいことを利用し、ジャミル✠の身体を地面に押しつけ、立ち上がれぬようにしようとした。しかし、ジャミル✠は６歳も年下であったのに体の力は珍しいほど強かった。立ち上り、片手の力で兄を追いつめて逃がさなかった。年上の子が幼い子と取っ組もうとした時、幼な児✠は、ぐっと力をこめ、相手を庭の向こうまで、風に吹かれる木の葉のように静かに押して行った。

            １

            　その人の友達になった一人のせむし男が、しばしば、彼の家を訪れた。生命は、そのせむし男に素晴らしい心を与えていた。彼の兄弟はみんな強くて、背が高く、顔立ちもよく、学者、大学教授を出した家柄なので、そのせむし男は、若い頃から人生の霊的意味を探し求めていた。神✠のせむし男として知られるようになったのは、その人が形而上学者だったからである。そして、幼な児✠は、その賢者が特に気に入っていた。二人は哲学上の問題について語り合ったが、神✠のせむし男はびっくりした。というのは、２歳６ケ月にしかならぬこの幼な児✠の方が既に創造の真理をよく知っていたからである。

            ２

            　せむし男が何度目かに訪ねてきた時に、幼な児✠は、せむし男に音楽が好きかどうか尋ねた。その老人は音楽家だったので、幼な児✠に音楽は好きですと言った。そこで、ジャミル✠はピアノに腰をかけて、弾き始めた。神✠のせむし男は心を奪われた。このような天界の音楽とも思われる巧妙な調べを聞いたことは今までに一度もなかったからである。そして、幼な児✠の音楽の知識、あるいは、すばらしいピアノ演奏を説明できる者は一人もいなかった。

            ３

            この事があってから間もなく、幼な児✠に変化が現われた。その子は、ずっと庭にいて、しばしば、目に見えぬ者と話をしていた。指で砂に様々なシンボルを描き、だれにも分らぬ言葉で話した。そして、夢の中で、その男の人に或る声✠が聞こえてきた。その言葉は、啓示の時が近づいているので、幼な児✠を連れて、アンデス山脈に行くようにと伝えた。そこで、ツルーヒーヨウの共同社会に着いてから６ケ月になる時、幼な児✠とその母親を連れてアンデスの高地に向った。若者と、看護婦、その他の仲間が同行した。

            ４

            　一行が居を定めた所は、ユンガイと言い、白石灰を塗り、赤い瓦の屋根の家がある、へき地の小寒村で、大王椰子、ユーカリ樹が生えており、カレジョン・デ・ワイラスと呼ばれるペルーの谷間にあった。朝は白と青い光を浴び、昼下がりには、バラ色と紫色の光を受け、その静かな村は雪をいただき雲にそびえるワスカランの山の影になっていた。

            ５

            　そして、そこの人達は大歓迎で彼らを迎え、村の中央にある大きな庭のある広々とした家を提供すると共に、町から少し離れた所にあり、ユーカリ樹が生えていて、アンデス山脈の高い峰に面している丘を自由に使わせた。人々は新しく来た人と喜びを共にした。強いシャビン人の子孫である年取ったインディアンの石工が、手がけて庭の手入れをし、石の小道を作った。ユーカリ樹の木立を作り、そこの人達は自分の庭のように大事にした。

            ６

            　朝になり、その村が雪に反射した日光で輝く時、赤と褐色のポンチョを着たインディアンが家の入口にやって来て、石のように黙ったまま門の外に座り、庭にいる幼な児✠を見守っていた。そうすると、幼な児✠はやさしい眼でその人達を見るのだった。幼な児✠には彼らが自分の兄弟であり姉妹であった。幼な児✠は、側に行き、やわらかい手を彼らの肩にのせ、太陽に会釈している朝の鳥のような声で話しかけた。話している人と聴いている人以外には、何を言っているのか誰にもわからなかった。ある時、一人の年取った女がやって来て、食べ物を物乞いした。そしてその時、幼な児✠が老女のことを「アクチィ」と呼んでいるのを聞いたが、これはケチュア・インディアン語で「光」の意味であった。

            ７

            　又、村の子供達がやってきて、門の所から中をのぞいた時、幼な児✠は自分の服と、おもちゃをいくつか与えた。その子達が貧しかったからである。そして、心嬉しそうに駈けて行く子供達の姿を見て喜んでいた。

            ８

            　村人は自分達の中に住むようになった素晴らしい幼な児✠の事をうわさした。村の古老は遠い彼方の高地に目を向け、こう言った。「この幼な児✠は雪をとかし、私達の心を温める夏のようだ。神様✠が私達に慰めとなる方を与えて下さったに違いない。」そして彼らは幼な児✠を「エル・ニイニョ」と呼んだ。この話がアンデスのあらゆる所に伝わった。インディアンは部落や原野で幼な児✠の事を話した。

            ９

            　それから何日、何カ月と経ったが、その間に、父親と息子は牧場や森林地帯を歩き、三千年前にアンデスの主であった古代シャビン人の残した偉大な太陽の寺院を、しばしば訪れた。幼な児✠は、壊れ落ちた石、すばらしい大理石の柱をじっと眺め、巨大な番人のような姿で立っている高いユーカリ樹の枝を通り抜けてゆく風の音に耳を傾けた。それから、太陽✠に向って沈思内省し、霊のみが話す言葉で霊交していた。

            １０

            　羊飼や農民は自分達の羊や牛の群をそのままにして、幼な児✠の後についてきた。すずめや鷹が上の方で羽ばたきして飛んだ。草を食べている羊が幼な児✠の側について走って行った。そして、倒れている彫像を見ていると、幼な児✠の光✠が物を言わぬ石の顔に反映して、長い眠りから目を覚し、今、少しずつ眼を開けるかのように思われた。

            １１

            　ある時、幼な児✠が小川の横切っている沼地の端まで来ると、彼に一緒についてきた大勢の人は、そこで足を止めた。しかし、幼な児✠は、表面にかすかな足跡を残しながら、軽い足どりで沼地の上を進んで行った。みんなは、彼の帰りを心待ちに待ったのだった。

            １２

            　夜のとばりが下りる頃、家路に向いながら、父親は幼な児✠を腕にかかえ、その日の出来事をじっと考えていた。その夜、揺りかごの周囲を見ると、すやすやと眠っている幼な児✠のまわりに立っている光り輝く天使から発する明るい光が観察できた。彼らは使徒✠のような衣を着ており、その一人は、イエス✠のようで、この無邪気な幼児を見守っているようであった。

            １３
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			第１６章　聖寵に満たされたジャミル

            　それから何ケ月か経つうちに、ジャミル✠は更に一段と美しくなった。彼の目は、きれいな青空にちりばめたダイヤモンドの如く燦然と輝いた。心の底から、暗黒と闇の世界を照らす新星のような光が射し、彼の顔を明るくしていた。その姿を見ることは本当にすばらしいものであった。髪の毛を黄金色にし、肌を真珠のようにする輝きに包まれていた。そして、ジャミル✠が話をすると、あたかも星が詩を作り、宇宙全体にその歌を流してゆくかのようであった。

            １

            　ある朝、日光が最初に射し込んだ時、その男の人はベッドから起きると、幼な児✠が彼の顔を見つめ、物思いにふけっているのに気づいた。やさしい顔をしていたが、彼には、ジャミル✠が自分を通り抜けて別の世界と語り合っている事がよく分った。その人は小児用ベッドの所まで歩いて行き、幼い子を抱えた。そよ風が幼な児✠の顔にあたると、父親は息子が決して大人にならぬという預言を想い出した。その事を思っただけで、ぞっとした。そして、美しい身体の幼な児✠を抱きしめた。天界の偉大な宇宙の心と調和したような可愛いらしい鼓動を感じた。

            ２

            　父親の悲しみを感じ取った幼な児✠は、やわらかい指先を唇にあて、頬に口づけをした。その時彼は自分が父親であり、また、この預言者なる幼な児✠の使徒であることに気がついた。

            ３

            　太陽が厚い雲の層を通し、照りつけた時、雄鳥が遠くの方で鳴いた。幼な児✠はにっこり笑った。彼は太陽を迎えるすべての生き物を愛していたからである。

            ４

            　そして、幼な児✠が霊感を与える時に、これまで何回もしたように、少し引きさがり、幼な児✠の眼の光から伝わる言葉を書き留めた。

            ５
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			第１７章　さすらい人が敬意を表わす

            　その日遅くなってから、ポンチョを着て、フェルトの帽子をかぶった、盲目の乞食が、その家にやってきた。年を取っており、メロンの皮のように皺くちゃな顔で、一番上の所に二つの白い羽毛のついた杖を持っていた。なにか非常に威厳のある人だ。今まで、その乞食を見た人は誰もいなかったが、高地の人の話によると、その乞食は雪をいただく峰の近くの住いから、幼な児✠を訪ねるために出てきた行者という事であった。

            １

            　長い間、その乞食は、葦笛を吹き、召使いの一人が食べ物を持ってきて、お椀に入れてやるまで、あたり全体を心にしみ込むような音色で包んだ。美しい音色に魅せられたかのように、幼な児✠は外に出て、その人の手を取り、門から庭の中へと導いた。太陽の温かい光を避け、枝を張った木の下にある椅子に座らせた。二人は向い合って座った。

            ２

            　そして、父親は変わった音楽を耳にしたので、緑色の聖域に出てきて、二人が一緒に座っているのを見た。邪魔にならぬよう、やぶの蔭に身を隠し、耳を傾けた。「おお、宇宙の幼な児✠よ、私のような者に会ってくださり、お礼の言いようがありません。」乞食の声は、黄昏の時、柳の木に吹く風のごとく静かであった。「かわいい幼な児✠よ、あなたが私の身体に触れた時、光が見えたようだ。私の哀れな目には聖者の姿しか映らないのでしょうか？」幼な児✠は答えなかった。だが、その老人をじっと見ていた。

            ３

            　老人は再び話した。「おお、全世界の息子✠よ、あなたは、この世と、この世の人達に祝福を与える方だと言われているが、真にその通りである。あなたが私を見ると、遠い嘗ての賢人の囁きが聞こえてくる。それなのに、あなたは何も言っていない。天国から来られた天使✠は、揺りかごが必要なほど幼い方の光✠によって、私の魂の耳に語ってくださるのだろうか？　おお、ニイニョ、私は、かつて、この国を治めていた古代の王の血を引いているけれども、今は、哀れなさすらい人に過ぎず、心から敬意を表わす以外に何も捧げる物がない。」こう言いながら、幼な児✠に、おじぎをした。そうすると、幼な児✠は男の頭に手をそっとのせた。

            ４

            　さすらい人は立ち上がり、庭の端に集った召し使い達に顔を向け、次のように言った。「色白の少年が世界を甦らせるという古い唄がある。その子の到来を告げるしるしは空に現われる大きな光の輪✠であると。そして、その少年は私達の兄であり、何世紀も前に失われたものを復活させるために現われる。そして、最初の人間✠を養った生命の木✠に再び実がなる。この日が来ると、全人類は悪魔であるスペイの重荷から解放され、破滅をもたらす戦争が無くなるであろうと言われている。」それから、さすらい人は帰るため向きを変え、杖を高くあげながら幼な児✠に会釈した。庭師が手を引き、門の外まで案内した。

            ５
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			第１８章　変容

            　１０月の或る日曜日、庭には、ジャミル✠と父親しかいなかった。その男は古い書物に、のめり込むようにして研究に没頭していた。幼な児✠は――その眼を見ると、まだ朝日の輝きが残っていたが――沈思黙考にふけりながら庭の中の小道を歩いていた。そして彼は息子が眼に見えぬ力と親しく語っており、あたりの空気が静かなのに気づいた。彼は本を脇へやり、幼な児の霊交✠を妨げぬよう心を無にした。

            １

            　幼な児✠は、小さなサンダルを肩マントと共に果樹の下の台に置き、素足で歩いた。その人も、うやうやしく自分の靴をそっと脱ぎ、温かい芝生の上に立った。堂々としたユーカリ樹の枝には小鳥がいっぱいとまっていた――それなのに、鳥たちは鳴りをしずめていた。小鳥たちにも、今日はいつもと違っている事が分っていたのだ。小鳥たちも何か期待しているようだ。幼な児✠のまわりには一種独特な雰囲気が漂っていたからである。幼な児✠は全身から慈悲の光を放っていた。口もとにかすかな微笑が浮かんでいた。小さな手をうしろへ回し、頭を大地に向け、心の中で自分のエネルギーを自己の存在の中心へ向けているように思われた。

            ２

            　４０日を越える日数、幼な児✠は断食していた。生の緑の豆を少し食べ、お米をちょっと食べただけで、それ以外は何も受けつけない。大地そのもの、大空、太陽、そして、口から吸ったわずかな水から或る種の栄養を取っているようだ。けれどもそれ以上に、何かもっと崇高なるものから栄養を受けているようだ。

            ３

            　幼な児✠は、ゆっくりと物質界を離れ、別の存在界へ移って行く過程であった。それにも拘わらず、その姿を見ていると、肉体が生気を失い、話す力もなくなったまま心の中で黙想する苦行者の状態のようではなかった。幼な児✠の身体と存在は、実に生き生きとしており、活気に満ちていた。

            ４

            そのように幼な児✠は静かに散歩したが、そこには悲しさも嬉しさも表われていなかった。あたかも自分の描いた天上界の夢にふけっているかのようだ。身体のあらゆる部分が寛容と愛に対する理解に包まれていた。彼は宇宙のあらゆる生き物と一つになり、神✠の心になっていた。

            ５

            　しばらく様子を見ていたが、やがて、父親は幼な児✠の側に近づいた。しかし、幼な児✠は静かにして下さいと言うかのように指を唇に当てた。それは、ひげを伸ばした預言者✠で超自然的知識を授かった人のような印象を受けた。しばらくして、幼な児✠は下に向けていた眼を上げ、太陽をまっすぐ眺めた。宇宙の中心と融和し、その時全身に変化が現われた。

            ６

            　頭のまわりに黄金色の後光が現われ、ジャミル✠の身体は炎のように輝いた。物質が霊になってゆく時、幼な児✠の身体は、形容できないほど燦然たる光を放った。そして、生きとし生けるものすべて、そして、木にとまっていた鳥も幼な児✠ヘの賛歌を歌い、喜びを表わした。この子の生きた霊交に加わりたいと願っていたようであった。

            ７

            　それから幼な児✠は向きを変え、新しい名前で、この世の保護者に話しかけた。そこで、その男は、この名前を胸の奥底に刻みこみ、誰にも言わぬことにした。そして、この使徒は幼な児✠の輝く眼をのぞき込み、畏敬の念に打たれた。幼な児✠の眼から光がさっと流れ、太陽の明るさの千倍にもなったからである。その人は我を忘れ、息がとまりそうになり、空間と時間が溶けこんだ世界に浮いている感じになった。そして意識した事は自分の身体が動かぬことだけであった。

            ８

            　幼な児✠の眼を見ているうちに、幼な児✠の顔から天使の姿が現われてくるのに気づいた。驚いたことに、彼が見たのは６年前に現われた純粋な霊の天使✠の顔なのだった――自分を死から甦らせてくれた同じ天使が、今、子供の姿になっていたのだ。光✠また光✠、すべてが光✠であった。彼はジャミル✠が人間性と霊性の両方を持っている事を知らされたのだった。幼な児✠は、彼こそが最初にその男の人を俗世より呼び出しキリスト✠に仕えるように命じたその人である事を啓示していた。そして、その人は聖書に書いてあり、嘗ての聖者が述べていたような天使を信じるようになった。

            ９

            　本当に、人間の理解できぬような事が起きたわけである。これまでの自尊心や尊大さが、どのようなものであれ、また、自己の力に対する信念がいかなるものであれ、この時すべて彼の心から消え去った。自分の前にいる小さな子供が本当に霊光の化身✠であることが分ったからである。

            １０

            　太陽も下界の変容者✠に答えるごとく大空で震動した。

            １１

            　彼は徐々に我にかえった。そして、幼な児✠の眼の光は弱くなり、幼な児✠のまわりの後光は以前のように明るくなくなった。

            １２

            　その日、ずっと、ジャミル✠は自分の側にだれも近づけなかった。そして母親が戻って来た時と、ジャミル✠に手招きしたが、彼は身動きしなかった。また、母親が近くに行くと、指を立て「ノトカ」と言った。私の身体に触らないでという意味である。それで彼女は途方に暮れ、愛しさのあまり息子を抱きしめた。しかし幼な児✠は眼を父親に向けて、大声で叫んだ。再び、その人に二つの光が向けられた。そこで息子の眼を見ると心痛の色が浮かんでいた。そこで、息子を腕にかかえ、ユーカリ樹の木立の中へ連れて行った。

            １３

            　それ以来、ジャミル✠が神✠から或る聖なる使命を与えられている事が分ったので、その人は使徒が預言者✠に表わすような敬意をもって幼な児✠に接した。

            １４
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             第１９章　人と神との対話

            　日が昇りまた日が沈む如く何週間かが夢のように過ぎ去った。そして休暇の季節が近づいていた。幼な児✠は、アンデス山脈の牧草地を散歩するのが好きで、大草原や茂みを小鹿のように通り抜けた。その土地の人が提供してくれた丘の上の大きなユーカリ樹の木立へ幾度も連れて行った。すると、父親を残したまま一人で行ってしまう事がよくあった。

            １

            　その人は動物が息子をさらって行くのではないかと心配した。ある時、一匹の狐が幼な児✠を眺めていたが、鈎爪のある手をあげ鋭い目で幼な児の気品のある動作を目で追っていたが、幼な児✠は、そこを何事もなく通り抜けた。また、ある時、草を食べている雄牛の頭の所を通ったが、角のある雄牛は幼な児✠の姿を見て喉を鳴らしただけで、ジャミル✠は、またもや無事にそこを通り抜けた。アメリカ・ライオンもあたかも自分の子であるかのように、やさしい眼つきで不思議そうに眺めていた。また、幼な児✠が村の高地の大きな洞穴に入って行った時に、さそりが急いで逃げ出した。幼な児✠が触っても、柔らかい肌を刺さなかった。また、ある時、雪の峰を映す青い湖の側にある緑の谷に着くと、大はげ鷹が空から舞い降り、岩だらけの峰にとまり、太陽に挨拶するかの如く、聖なる幼な児✠に向って翼を拡げた。

            ２

            　動物も、地上を這う生き物も、また、肌を刺す昆虫、とげのある植物や有毒植物も幼な児✠には全く危害を与えなかった。生きとし生けるものは、すベて、幼な児✠の兄弟であり姉妹であったからだ。実際幼な児✠が父親の所に戻って来た時は、いつも、かすり傷一つなく、肩とか指先に小さな蝶をとまらせていた。自然の心そのものに結びついていたから、自然はジャミル✠に多くの賜物を惜しみなく与えていた。もちろん、この頃までには、生命のあるものは一つも口にしなかった――動物の肉でも植物でも、また、そこから取れた果実でさえ食べなかった。

            ３

            　幼な児✠は天界✠と親しく交わり、自分の霊的面に栄養を与えてくれる聖なる食べものを、食べただけで、或る神秘的な方法で肉体に生命を与えていた。神聖なパンと神の杯✠で命を守り、自然のあらゆるものに関し神霊が万物に存在している事を示した。

            ４

            　また、ジャミル✠は、アンデスの高原の羊飼いの前に立ち、自分の姿によって霊感を与えるのだった。

            ５

            　この間ずっと、その男の人は幼な児✠の教えと御言葉を書き留めた。しかし、自分の魂の内なる真理を明らかにする言葉がないので、その多くは言わぬことにした。だが、その人は神の言葉✠をじっと聴いていた。

            ６
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			第２０章　最後の食事

            　やがて、クリスマスの日が近づいてきた。そして、村の代表が花束を持ってその男の家にやって来た。そして、その一人が前に出て、こう述べた。「もっと差し上げたいのですが、なにしろ貧乏なもので。うちの子供達は何も食べておらず、幼児にあげるミルクもほとんどないのです。若い者は大人にならぬうちに海岸沿いの町で働くために、さっさと村を去って行き二度と戻ってきません。若い娘も金持の家に連れて行かれ、見も知らぬ人の中で働いております。一家の女達は希望を失い、男達は働きたくても職がなく残念がっている。私達はその日暮らしの哀れな人間なのです。末亡人、孤児、家なき者が沢山おります。今年はユンガイの人にとって悲しいクリスマスです。というのはお互いに贈り物をすることが出来ないからで、あなた方が哀れな私達を救って下さるように来られたのは、神様✠の思し召しのようです。」

            １

            　すると、その男の人は彼らの前に出て、こう言った。「キリスト✠の精神は、おのおのが自分の資力に応じて隣人を助けよと説いている。」そうして彼は何人かの男を雇い、家族が貯めていた富を村のために寄付した。そして彼らの顔に喜びの色が現れると、御馳走を出し、一緒に感謝祭を祝った。

            ２

            　クリスマスの晩に、幼な児✠のジャミルは自分のまわりに集まった人々と共に食卓についた。集まった人達は八人だった。食卓には果物、木の実、ケーキ、キャンデー、とうきび、ご飯、ジャガイモ、パン、甘酒が置いてあった。そして、その男の人は食前の感謝の祈りを捧げるように言われたので、一寸ためらい次のように述べた。「私の敬愛する友よ、今おっしゃったことをよく考えてみて下さい。」

            ３

            　「世界全体を見渡してご覧なさい。未だに共食いという風習を繰返し、おのおのは生きるために他の生きものを殺している――動物、魚、家畜、穀物、ぶどう等の命を奪っている。麦、ぶどう、さとうきび、そして、樹木とその果実が、この食事のために犠牲になったことを知るがよい。彼らにも生きる権利があったのではないか？　神✠は犠牲になったものにも愛と命を与えていたのではないか？　神✠は、すべてのものに存在している、また実際に、天地万物に存在しているけれども、神✠は万物から離れた存在であり、それを超越なさっている。それでは、食事をとる者の命は誰によって維持されているのか？　滋養物を与えてくれた事を誰に感謝するべきであろうか？」それから彼はパンをちぎり、ぶどう酒の入ったカップを高くあげ、次の言葉をつけ加えた。「私達は、このパンとこのぶどう酒が、新しく永遠の生命を持つ肉体と血✠、即ちキリスト✠に変化することができると教わった。又、私達はこの人の肉体の一部を食べ、その血を飲まなければ我々には生命が存在しないという事も教えられた。」そういうと、彼らは、皆一人残らず黙り困ってしまった。何故なら、皆食事の時に祈りを捧げてから聖餐✠にあずかるように教えられていたからである。

            ４

            　そして、彼は、幼な児✠に代って話していたのであるが、その言葉を説明しようとして次のように述べた、「私達は、イエス✠が血を流されたことにより、あらゆるものが洗い清められ、この血によって罪より永遠の救済を受けるという事を教えられた。パンとぶどう酒を聖別し、われら自身に取り入れると、神✠との霊的合一が達成されるという事も教えられた。そのような霊的合一が胃によって得られるであろうか？　パンとぶどう酒が栄養を与えるのは、死ぬべき運命にある肉体なのだ。肉体はいずれ虫に食べられるものではないのか――食べていたものが、食べられるものとなっていないだろうか？」

            ５

            　その男の人は食卓の所で静かに座わっている神秘的な幼な児✠の所まで進み、こう言った。「この輝かしい幼な児✠は、事実上、ほんの少しの水以外に何も食べていない。霊光✠を命の糧とし、身体に栄養を与えているので生き物など食べていない。彼こそ私達の誰よりも神✠に近いのではないのか？　神✠に感謝するべき天のパンと、天のぶどう酒があるのではないか？　私達がここで話しているのは、霊魂の生命を維持する滋養物のことである。人間は神✠の姿に似せてつくられ、霊魂を与えられた。やがて死ななければならない肉体は、他の生きものの生命を取る事によってのみ生かされているので死の力に負けてしまう。霊魂は神✠から栄養を受けているので、絶対に死滅することはなく、不滅性が約束されている。」

            ６

            　「神✠の御世が到来し、この世のあらゆる所のすべての者に正義を愛す神✠の徳が及ぶであろう。また、人間の霊性も天界✠からの聖なる食べ物によって生かされるのだが、それは生命に永遠性を与える神秘的な霊の糧✠である。この糧により、人間は新しく生まれ変わり、物質的なものに奉仕するような古くさい生き方を棄てるだろう。この日が来ると人間は、キリスト✠の現し身と呼ばれ、神の意志✠を心の中に刻み込むようになる。」

            ７

            　また、その人は更に、こう述べた。「私は、この中にいる一人が模範となり、この糧の取り方を我々のために身をもって示してくれているのを見た。この聖なる糧✠は、いかなる寺院でも与えられていないが、この世の至る処にあり、それは神✠の創造したすべての生きものが利用できるものである。善男善女が宗教観を変え、教会堂に設けた石や銀製の偶像を顧みなくなるのは、この糧のためである。そして彼らは高い精神能力の働きで神✠を体験し、人間の精神と肉体の道徳的かつ知的苦闘によっては霊的褐望が達成されぬ事を知るだろう。」こう言った後で、その人はパンを少し食べ、ぶどう酒を少し飲み、こう言った。「私がこうするのは、古代の人々の中で生き、その人達に教義を伝え、さらに神✠のより偉大な賜物が全人類に及ぶことを感謝した聖なる者✠の徳を称えるためである。」

            ８

            　そこで、幼な児のジャミル✠は、小さくちぎったパンを取り、それを食べた。また、幼な児✠はコップの水を少し飲んだ。そうすると、幼な児✠のまわりに光✠が輝いた。その時、その男の眼に四人の天使の像✠が映った――光り輝く神の天使✠で――幼な児✠のまわりに立っていた。そして、これが幼な児✠が彼らと共にした最後の普通の食事であった。もちろん、食卓にいた人は、父親と幼な児の守護神であり、その子についていた天使✠を除き、だれもその事に気づかなかった。

            ９
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			第２１章　山が崩れ落ちる

            　聖人祭が近づいてきた。男も女も、畑や果樹園から村にやって来て、幼な児イエス✠の誕生を記念する祝祭に加わった。なぜなら皆キリスト教徒であったからだ。村人の喜びは大変なものであった。３日間の間、踊ったり、御馳走を食べたり、酒を飲んだりした。色とりどりの装いで行列を作り、狭い通りを曲りくねりながら教会の方へ向って行く。そこで彼らは、山腹で摘んだ草花のかごを、イエスの木製の像の足元に置き、その偶像が自分達に特にお目を掛けて下さるように祈った。

            １

            　市場は幸福そうな農民でいっぱいだった。露天で果物を売る商人や呼売りするために集まった色々な商人と同じように、はたを織る人、陶器師、それに染物屋が自分の品物を売っていた。また、踊りを踊り、歌を歌う者も現われ、みんな拍手喝采した。流星花火が大空に鳴り響いた。そして行列は、ランラハイルカの近くの蝋燭が灯してある、奇跡の主の教会へと続いた。どこもかしこも、お祭り気分であった。

            ２

            　そして、お祭りの最後である３日目に、人々は夜明けに目を覚まし、もう一日楽しく過ごせることを感謝した。また、彼らは主✠を賛美して歌った。笛を吹く者は笛を鳴らし、太鼓をたたく者は太鼓をたたいて同調した。だれも明日のことは考えていなかった。それは１９６２年１月１０日のことであった。

            ３

            　黄昏が迫った。太陽は地平線の下に姿を隠し、タ日が空にそびえるワスカラン山の頂に落ち、雪の肌を美しい紫色にした。多くの人は、ダンスをしたり、歌を歌ったり、楽しそうにお祭り騒ぎを続けていた。雪や氷が裂け、山から崩れ落ちるかすかな音を聞いた者はいなかった。そして大地が揺れ、あたかも死者の霊が墓で目を覚まし、生者に叫んでいるかのようであった。しかし、その声が耳に入った者は一人もいなかった。

            ４

            　その男は書き物をしていたが、急に鳥が静かになったので大自然の静けさに気づいた。そして崩れ落ちる山の音が聞こえたので、眼をあげて高地を見ると、大きな雪の塊が幾条かの光を受けながら津波のように落ちてくるのが見えた。そして、彼は危険を感じているのに幼な児✠が側にいないので心配になってきた。その時、婦人は、ワラス市に行っていたが、ジャミル✠と共に戻り、ジャミル✠は庭の中にいる父親の側にやって来た。

            ５

            　ここにおいて、岩石、氷、雪、泥まじりの雪崩が、その近くのランラヒルカ、ヤナマ・チコ、シヤスシヤ、ウチョコト村をのみこみ、数千人の者は生きたまま河に押流され、そこから海へ流された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６

            　光が消えだんだんと暗闇の世界になってゆく頃、山の上で難を逃れた生存者は恐怖におののきながら、おそるおそる村に戻り、この恐ろしい出来事を伝えた。地すべりが起きた時、太陽は暗くなり、月は輝きを失った。大地は怒りに震え、多くの者は、巨大なワスカラン山がまた崩れるのではないかと恐れた。それは恐怖におびえた一夜であった。そして夜明けになると、山陰から日が昇るのを見た者はいなかったが、皆うたた寝から目を覚ました。そうして、非常に多くの人が集まり、流れの端まで、ぞろぞろと歩いて行った――茫然とした顔で荒れ果てた跡を見つめていた。

            ７

            　嘗ては楽しさに満ちていたランラヒルカの村と、その住民は大地の下で眠っていた。泥、岩、そして、氷以外に何も残っていなかった。村の年寄り達も、どうしたらよいのか途方にくれていた。多くの者は、こぶしを振り、雲と霧でおおわれた山腹の方に向き、山を罵っていた。他の人は、うなだれて、自分達の知っていた生命が永遠に去ってしまった事を知り、立ち去って行った。心が傷つけられて、無慈悲な神✠を罵り無情な天空から顔をそらした若者は少なくなかった。何世紀もの間、村人の受けた苦しみが身に沁みて分っていたからである。

            ８

            　しかし、年寄りは、まだ神✠を信じていた。教会は礼拝者でいっぱいだった。さらに、他の者は古い神々に救いを求め、廃虚となった祖先の寺院や聖堂でお供えをし、香を焚いた。ここかしこで、人々は自分より強い力のものの前にひざまずいた。そして、様々な名前で神々を呼び、憐れみを乞うた。

            ９

            　

            黒はげ鷹が人間や動物の腐った肉を食べに来た。そして疫病が発生した。飢饉も起こり、更に多くの人が飢え死にした。腐った水を飲み病気になった子供は、母親のもとへ走って行き、慰めを求めて彼女のスカートの裾にまとわりついた。薬草や昔の治療法を試みたけれども、病源菌を食い止めることはできなかった。婦人達は、自分の息子や娘の冷たくなった遺骸をぐっと抱きしめ、胸をあえがせ、泣きながら、膝の上であやし、愛しい我が子の死を信じることができなかった。また、男の人達も呆然として立ちすくみ、うつろな眼で天を見上げ、自分達の命を司る恐ろしい力が理解できず、子孫を失った不幸を悲しむ以外に何もできなかった。

            １０

            それから、町の人は、すべての子供が死んだのではないかと思い、その男の家を訪れた。彼は皆の苦痛を知り、首都ヘ行き救助を求めることを約束した。世の人は、まだこの人里離れた寒村に起こった悲劇の大きさを知らなかったからである。浄水装置が必要だと思った。無知な村人は水が有毒である事に気づいていないからだ。

            １１

            　そこで彼は旅支度を整えたが、幼な児のジャミル✠を看護婦、よき友、召使の所に残して行かなければならなかった。その婦人も一緒についてきた。――夫が医薬品などをこの村に持って帰ってくるのを手伝えると思ったからである。そして彼らは、できるだけ早く帰ってくると言い、村を出た。

            １２
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			第２２章　慰めの主

            　肉体を棄て、魂を天国に昇らせた者が多かった。その他の人は昼も夜も、祭壇や寺院の所に残っていた。また、大異変が起るのではないかと思っていたからである。しかし幼な児ジャミル✠は村人の心に安らぎを与えた。幼な児✠は病人や死の瀬戸際にいる人達の間を歩き、彼らに何か分らぬことを語ったが、その姿は一際目立ち、天の光のようであった。それで、人々は幼な児✠が自分達と一緒であることで、元気づいた。そして人々は、「この幼な児✠こそ、世の光だ」と言った。彼らはそう信じていた。幼な児✠も、生け贄や祈願によって霊魂が救われる事はないと言った。そして、幼な児✠のまわりを幾重にも森のように取巻いている生者と死者の両方に彼の光とエネルギーが与えられた。そうして彼らの生命を支えた。

            １

            　それから１０日経って、その男の人と婦人は村に戻ってきた。疲れ果て、意気消沈して、寂しい通りを抜けて家へ向った。そして、苦悩している人達が彼らを見ていたが、その眼はくぼんでおり、顔は引きつっていた。毒性の水は、まだ泉から流れていた――浄化装置は効いていなかった――それでも、生き残った者は必要上から、その水を飲んだ。濃い霧のように、どんよりした空気が、その社会全体を覆っていた。

            ２

            　そして、その男の人と婦人が庭に入ると、家中の者、すなわち、若者、看護婦、その他の友達が病気で倒れていた。みんな、疫病にかかり、力なく地上に横たわっていた。また、庭の片隅には幼な児✠が枝をひろげた木の下に、注意深く、冷静そのもので座っていた。村で見たあの不幸な人達と同じく、幼な児✠の顔は青ざめ、引きつっていた。それは、ジャミル✠の身体が病気になっている事を示していた。それにも拘わらず、そのまわりには一つの光が輝いていた。その眼には、幾千回もキリスト✠の生活を送り、いま、自己の存在を神✠と合一するために最後の時を待つ、聖なる幼な児✠の姿となって現われた老師を思わせるものがあった。

            ３

            　そして、この男の人は自分の息子が受胎後３年で別の世界に消え去るという預言を再び思い出した。その事を考えただけで胸が痛くなった。

            ４
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			第２３章　預言

            　純真な幼な児✠の傍へ行き、その男の人は、かがんで息子を抱いた。そうすると、ジャミル✠は祝福された手を差伸べ、父親の身体に触った。そして、父親に口づけし、彼の涙をぬぐった。次に、立ち上り、自分より年が上の男の眼をじっとみつめると、またもや、光✠が輝いた。そして幼な児✠は、男の永遠なる魂✠の内なる耳にこう告げた。「父よ、嘆き悲しむことなかれ。与えられた時が来るまで私はこの世を離れない。もし悲しむとしたら、ここで苦しむこの哀れな人達の事を悲しむがよい。しばらくして、この悲しみが人々の記憶から消え去らないうちに、再び、山が崩れ落ちる事を告げておく。この都市は死者の遺骸と、瓦礫の山となった家々だけで、それ以外には何も残らぬ。」

            １

            　「そして、世界中の人は、この死者が全世界に予定されている大異変の最初の犠牲者である事も知らず、この死者の霊を悼み泣くことであろう。そして、これこそ父なる神✠から霊感を受けた嘗ての預言者の告げた不幸の始まりである事が、やがて分るようになるであろう。人間家族は神✠を棄て、人間の霊性を否定する自然科学に惑わされ、俗界のみを信じるようになった。人間には何の目的もなく、肉体を失えば自分の実体及び自我は破壊されるという事を神✠の子らに信じ込ませたい者もいる。そんな考え方により、人間の感情が否定的になっているので、自然も同じように反抗するであろう。」

            ２

            　「預言者は、いつも人間に自然と調和を保った生き方を説こうとした。そして彼らの教えは、その日、その時代の人類の要求に応じるためであった。自然の反逆による洪水や大異変のために、地球上で人間が絶滅したことが今までに四回あった。再び、そのような事が起これば、将来の子供達はこの惑星上で生命を受けることはない事を告げておく。わたし達が教えに来たのは次の時代の人々の名においてである。」

            ３

            「また、汝は、この地の生者にこれから起る事を警告しなさい。だが、彼らは汝の言葉を気に留めないであろう。彼らは、一人残らずすべての人が、更に汝の家の者までもが、汝をあざけり笑うだろう。そして、彼らは世の中がすべて今まで通り続くものと考え、預言者の名前で盲目的に、再び元のやり方に戻ってゆく。そして、大地は激しく揺れ動くであろう。」

            ４

            　「この地やアンデスの谷にある他の場所や高原に起る出来事から、あらゆる国家のあらゆる国民に告げてもらいたい事は、全人類が太陽及び星から落ちてくる火で全滅されうるという事である。汝は世界の人達に、ノアがその家族に伝え、かつ警告した如く教え、警告しなさい。」そして、ジャミル✠が、その存在✠の永遠なる光✠により、この言葉を述べた時、父親は口答で次のように答えた。「しかし、あなたがこの世から去ってしまったら何が得られるのでしょうか？私達のそばに留り、救いの道を教示して頂けたら、更に多くの事が得られるのではないでしょうか？」

            ５

            　再び、幼な児✠の眼は光✠を放った。そして、その男の人は前と同じように言葉を聞いた。「わたくしは嘗ての聖者が述べた普遍的存在者✠である。わたしは、人間の進化の過程において、色々な時に、色々な場所に現われた。預言者により、この世が終末を告げる時再来すると言われていた救世主である。わたしは幼な児の姿で現われ、幼な児の姿で去ってゆく。それ故に、わたしの敬愛する聖なる兄弟の多くになされた如く、誰もわたしの身体をつかまえ、罵り、虐待することはできない。人間が預言者を自分自身の利己的、かつ、卑劣な目的に利用することは好ましくない。」

            ６

            　「神✠は世界の国々の中から、新しい太陽✠の生命を維持する適格者を選び出し、古い地球から生じ、新しい地球を受け継ぐ新しい人種を産み出すようになされる。それは神✠が自ら司る霊光✠の惑星であり、太陽✠の如く明るく輝く。人間は賢者と聖者である男女からなる或る教団の指導体系のもとに、人間家族全体の救済のために現われるキリスト✠によって、新しい霊光体✠を産み出し、それにより、自らを救済することになる。この教団は神✠の監理の下にあり、いと高き世界✠から導きを受けるであろう。そして、わたしは新しい預言者の最初の人を名指し、その人を任命し、その人に新しい教義を伝えるまでこの世に留まる。その人は超自然的知識を受け、わたしの述べている教団を監理することになる。」

            ７

            　「わたしの光の兄弟✠に当たり、最愛なる人々が創立した古い宗教の事だが、その古い宗教は今や解散する必要がある。なぜなら、それらはそれ自身の力では新しい霊的更生をもたらすことが出来ない古くさい道徳的かつ知的訓練を教えており、また、お供物を神前に供え、祈祷をさせているが、新しい太陽✠のもとにおける霊的向上法を人類に教えていないからである。」

            ８

            　そして、その男の人は、ジャミル✠にこの世から去らぬよう重ねて哀願した。すると、幼な児✠は三度目の光✠で彼に話しかけた。「あなたは私の肉体の死を悲しんでいる。ああ、わたしに肉体を与えてくれた父親よ。わたしの行く所は生命の尽き果てることのない所である事が分っていないのですか？」そう言われると、その男の人は悲しさのあまり涙を流した。

            ９

            　また、四度目に、幼な児✠の眼の光✠が次のように言った。「あなたの前に現われた私の存在✠すなわち、この霊体✠は死によって滅びるわけではない――これは、すべての人間が父なる神✠から受けたのと同じ身体✠である。だが、すべての人は、それが必要とする栄養物を受取らぬために枯木のようになり、ほとんど死んでいる。しかし、汝に次のことを告げておく。すなわち、神✠は再び全人類に光の泉✠、すなわち、聖なる火✠を与えられた。そして人間の霊的生命✠は、この偉大な霊的再生サイクルを迎え、ぱっと光を出し生き生きと燃えあがる炎の如く再生されるであろう。わたしが、この惑星に暫く滞在した唯一の目的は父なる神✠から受けた御言葉を伝え、地上を歩くすべての者に可能なことを範示することであった。わたしが、いつまでもここにいるのは望ましい事ではない。そのような事をしてどうなると言うのか。心の奥底に神✠を見出せないほど弱い者は、わたしのことを生き神として崇拝し、わたしが言いもしないことを言ったことにし、それにより、人類を一層無知の世界に押しやるような宗教をおこすであろう。いや、だれにも私を利用させてはならぬ。わたしは汝に次のことを伝えておく。すなわち、だれも再び聖なる者✠の身体に、触れることはない。わたしは自分の最愛なる光の兄弟✠である古代の聖なる者✠の宗教を完成するために現われたのである。そして、わたし達の威光は天界✠の信頼し得る聖域から来るものでなければならぬ。」

            １０

            　「わたしを幾世紀もの間にわたり、気高い人に奉られた最愛なる光の兄弟✠と比較し、わたしが汝の建てた記念碑にまつられた小さな子供に過ぎぬと言う者も出てくるだろう。また、彼らは預言者の時代は終った。神✠や、キリスト✠は、もはや現われぬと言って汝のことをあざけり笑うであろう。そのような者は神✠をけなす信仰心のない者である。そして彼らは彼らの魂の空虚さで認知されるであろう。彼らは聖霊の宗教だと言われたところで、一体何のことか分らない。」

            １１

            　「わたしの教えにより、最愛なる光の兄弟✠の宗教が姿を消すことになるようだが、ここで汝に一言告げておきたい事は、彼らの真の教えがこの世から消減し、その代わりに現われた宗教は、わたしの身体のすみずみまで流れてゆき、全身に苦痛を与えている腐った水のように汚染されたものになっていることである。この新しい教えが人間家族を統一するために、この世に現われることは実に望ましいことである。なぜなら、真に、キリスト✠は、あらゆる預言者のすべてを集約するものとして宇宙の至る処で生きているからである。」

            １２

            　「今日の世界には多くの混乱、分裂が見られる。それぞれの者は自分の力で救われると思い、自分の思うことを勝手に実行している。しかし、そのような努力は水の泡となるであろう。というのは、宇宙の万物は或る不変の法則に従っているからである。肉体の生殖及び発生作用が、このよい例である。これらの法則を守る者は繁栄し、守らぬ者は滅亡する。霊的誕生も同じ事である。」

            １３

            　そして幼な児✠の眼は太陽の如く燃えており、幼な児✠は言葉で表わされないほど美しかった。

            １４
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			第２４章　神命

            　そして、その男の人は光✠をみつめ天界✠から自分の永遠なる魂✠に伝わってきた最後の言葉を聞いた。「今までと同じものは何一つない。古きものは消え失せる。正しい目的のために創り出された新しい太陽✠と新しい地球は神✠の賜り物である。そして神✠の御言葉はすべての人間を癒すために伝えられた。古い宗教と預言者達は、今、現われているこの光✠を受け、新たに生きることになる。勇気をもって立ち上れ。この惑星の信頼できる男女に、この言葉を伝え、父なる神✠からの新しい知識の源を明らかにせよ。その人達は新しい道を学び、神の加護✠により、社会的、道徳的、かつ霊的に高い秩序を維持することになる。それによって人類の益するところは大きい。だが、人類を地獄へ落とそうとする暗黒や悪魔が現われるから油断してはならない。汝は自然の法則に反した悪魔の言葉を耳にするだろう。そして悪魔の弟子達は、この世を霊的な無秩序状態にし、人類の大部分を絶滅しようとしているから、その意図によって悪魔の弟子である事が分るであろう。そして、この目的を果すために、キリスト✠の名を騙る者が多くなるであろう。しかし、古い生き方を棄てた新しい人々は神✠の声が聞こえる生き方を選ぶであろう。その人達を見分けるには、その人の光✠を見ればよい。」

            １

            　そこで、その男の人はジャミル✠に問いかけた。「どのようにして、今、言われたような事を達成するのですか。」そうすると、光り輝く幼な児✠は次のように答えた。「汝は神✠の霊感により、新しく一層優れた福音書を与えられる。その一部分は書き留めて公にするがよい。ただし、その大部分は秘密にしておき、それを真に神✠に身を捧げる人達に与え、よく管理させるがよい。傲慢な人間が悪用するといけないから、すべての教えを一般に伝えるべきではない。まず、キリスト教徒から始め、新約聖書に書かれた事を解読することにより、キリスト教徒に失われていた事を再建し、以前に与えられた事を補足説明できる宗教を創設しなさい。汝は新しい教団を創立し、その教会と新しい使徒の後継者となるべき指導者に聖職を授け、新しい任務を与えよ。そして、キリスト✠は、その聖職者達を通して現われるであろう。」

            ２

            　

            続けてその男の人は幼な児ジャミル✠に問いつめた。「あなたはイエス✠の再来なのか、それとも、エリヤ✠の再来なのですか。」そうすると、ジャミル✠は次のように答えた。「自分達の聖典や聖書に記録されている人が唯一無二の人であり、その前にも、その後にも、キリスト✠のような聖者は他にいないと思っている者が多い。わたしは死ぬべき運命の人間とは違うという事を告げておく。汝は、わたしを守護してくださる聖なる預言者イエス✠や、エリヤ✠、その他の方々を見なかったのか？　わたし達は、すべて光の兄弟✠で、その霊魂は不滅であり、キリスト✠の聖務を帯びている。生きとし生けるものすべてを救済するために、新しいキリストの時代✠が宇宙に現われた。この事を教えるがよい。」

            ３

            　「私は、どのような権威で、これらの使命を果したらよいのでしょうか。」と、その使徒は尋ねた。「世間の人は、きっと私を狂人だと思うでしょう。」そうすると、幼な児✠の眼が再び燃え上る焔のように輝き、心の奥に射し込んだ。そして幼な児✠は光✠によって次のように告げた。「汝の権威は、生きているキリスト✠から与えられる。それは、最初にキリスト教をユダヤ人にもたらし、その後、非ユダヤ人の間にもたらしたものと同じものである。ユダヤ人から見た異邦人の時代は終った。イエス✠がこの世を去る時に約束なさり、それ以来キリスト教徒が長い間待ち望んでいた再来✠が、今この世で見られる。まさにイエス✠が地上を歩いているかの如くに、太陽✠の中に現われている事は確かである。しかし、以前のように、個人の救世主として、イエス✠の名をかりてはならない。わたしの最愛なる兄弟✠を動かしたのと同じキリスト✠、すべての不滅の者達✠を動かすのと同じキリスト✠が正義の太陽✠を通し、あらゆる生きものに現われている。キリストの力✠を宇宙全体の善のために表わすことは、イエス✠とか神✠を求める全キリスト教徒の責任である。」

            ４

            　「地球に最後の時代が訪れた事を告げておく。この事を全キリスト教徒に説きなさい。また、汝の権威が父なる神✠から来ている事を告げなさい。生者のなかに、そのような権威と争える者がいるであろうか？来世を信じるキリスト教徒には、そういう人はいない事は確かである。キリスト教徒に説いた後で、人間家族のすべての者に天命を伝え、それぞれの宗教の創立者や預言者、つまりわたしの最愛なる光の兄弟達✠の約束した事が実現したことを告げなさい。」

            ５

            　「それによって、すべての宗教の人達が生きてゆける統一されて普遍的な道、それが与えられたわけである。回教徒、仏教徒、ヒンズー教徒、道教徒、儒教徒、ゾロアスター教徒、ユダヤ教徒、キリスト教徒、またはそれ以外の宗教の信者であろうと、その価値はあらゆる信者に認められるものである。それは権威に満ちたものであり、今現われているキリストの力✠と結びついており、この教えの真理は霊的感覚の発達した人によって理解されるであろう。これは霊的真理が、理性とか五感によっては理解されないためである。神✠は、キリスト✠や正義の太陽✠を通し、人間に話しかけるけれども、すべての人はその聞き方を知らない。神性✠の一部を備えてはいるけれども、感覚の世界におぼれている神の子達を救うために、神✠の恩寵によって与えられる新しい霊的誕生を実現させ、それにより、神の言葉✠が自ら聞けるように指導しなさい。」

            ６

            　この言葉を述べた後で、幼な児ジャミル✠は眼を閉じた。疲れ果てたからである。そして、その男の人は幼な児✠を腕に抱きベッドに連れて行ったが、そのベッドは上の階にあり、枕が北向きになっており、二列に並んだユーカリ樹の間に置いてあった。そして幼な児✠はそこで休んだ。

            ７

            　この後で、彼は、その婦人と一緒に、若者、看護婦、友人達を看護し、薬、お湯、薬草の準備をした。

            ８
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			第２５章　幼な児が霊光の世界へ戻って行く

            　幾日もの間、聖なる幼な児✠はベッドに横たわったまま瞑想を続け、食事を取らなかった。そして、その身体は黄金のように美しい光を放った。しかし、身体の苦痛から自己を解脱すると、清らかな幼な児✠は、ベッドから離れた。自らの力をふりしぼり、家の者に一人ずつ祝福を与えた。その祝福された手で看護婦、若者、その他の友人達の身体に触れた。そうすると、彼らの弱っていた身体に生気がみなぎり回復した。

            １

            　また、ジャミル✠は、その若者に同情と理解を示し、元老のような言葉で話しかけた。若者の真理を熱望する心が伝わったからである。その若者は幼な児✠が生れた時からのこの世での友であり、ジャミル✠は彼が好きだった。そして幼いジャミル✠は、若者の心に射し込む光✠で彼の眼をのぞき込んだ。それから若者に次のようなことを述べた。「人が神✠を理解し、神✠の方へ近づいて行くことは個々の努力だけでは実現しない。常に従順であり、修業を積み、志を共にする人達と共に奉仕することが必要である。知識を持っている事と、それを体験する事とは別問題である。神✠を理解しなければ知識だけ得たところで何の価値があるだろうか？　天の道を歩み出した者は、知性によって智恵が得られるというような事を考え、横道へそれてはならない。智恵を理解するのは霊だけである。」若者は幼な児✠の言葉をうわべだけ理解したが、その完全なる意味をつかんだわけではなかった。彼が人生で求めるべき知識は、まだずっと先にあったからである。

            ２

            　それから、ジャミル✠は再び横になり、静かに安らかに目に見えぬ力と語り合った。その時、まわりにいた人々は涙を流した。キリスト✠や、この世を去った嘗の預言者✠の継承者が、この世を去ろうとしている事を思い、胸が痛くなったからである。幼な児✠のやさしくて、慈愛に満ちた心と、その姿から伝わってくる無上の喜びに、皆かしこまってしまった。それから、その男の人は、もう一度幼な児✠の所へ行き、この世に留まることを勧めた。そうすると、ジャミル✠は起き上り、か弱い足で立ち、この世の父親である使徒の顔を見た。それから、右手の人差し指を唇に当て、やさしく微笑み頭を横に振った。もう、父親は何も言わなかった。

            ３

            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

            　それから、ジャミル✠の眼は、その男の魂に再び話しかけた。それは次のようなものであった。「わたしが地球を訪れる最後の聖なる者✠である。よく見ているがよい。わたしの亡骸から新しい姿が現われるのを見ることであろう――それが霊光体✠である。この霊的復活は地球上のすべての男女が父なる神✠の息子であり、娘である事を約束するものである。霊的に言うならば、すべての男女は不死不滅である。そして、地球上のすべての国民、すべての国家に、わたしが、ここで例示した事を教えてあげなさい。人類は最後の終局的時代に入った。正義の太陽✠から現われるキリストの光✠の中に神✠を求め、そこに神✠を見出すことのできるのは人間のみである。」

            ４

            　「わたしの最愛なる父にして光✠の兄弟よ、わたしが霊光✠の世界に移った後で、この教団のいかなる会員にも、わたしの亡骸や形見の一部を秘蔵させてはならない。わたしの髪の毛、爪、衣服を聖宝として残してはならない。私を霊として覚えていてください。又、太陽と星から現われる救いの力により、神✠が人間の全家族に与える生命のことを忘れないでください。そして人類は俗世界の救世主から解放され、自己任命による僧侶達が人類を間違った方向へ導く、俗くさい宗教から解放されることになる。わたしが去った後で、汝は光✠の聖なる教えを取り出し、霊光✠の守護者達の手に委ねるがよい。」

            ５

            　そして、やさしい光の幼な児✠は、この世の保護者の頬に口づけをして、短い滞在期間中に、よく仕えてくれた事を感謝した。それから、何年か前に光の天使✠がしたように両手で保護者の手を握り、眼の霊光✠で次のように述べた。「わたしは父なる神✠と、普遍的なキリスト✠の名において、また、今わたしと共に生きている嘗てのあらゆる聖者の名において、汝を聖別し、新しい使徒の職に任命する。そして、汝は他の人達をこの教団に招き、人間の根源の崇高さとその共同社会に対する義務を教え、聖職を授けるがよい。そして、どこの教会でもよいが、そこで聖職者となり、父なる神✠、あるいはキリスト✠の名を使う男女の人達が、この教えに反対したならば、彼らは自分のことをキリスト教徒と呼んでいるが、実は、キリスト教徒である事を否定しているという事を教えてあげなさい。また、彼らは道徳的な生活を送っているが、彼らの知力から発した祈祷や祈願は意味なき言葉である事、なぜならば神✠には、人間の魂の話す言葉しか聞こえぬからである。この教団の会員に、これらの不幸な者を非難させてはならない。その代わりに、神の御言葉✠が彼らに聞こえるよう祈ってあげなさい。なぜなら、世界の人達が、わたしの最愛なる光の兄弟姉妹✠に対し、不親切な思いを向けこの世がさらに汚染されるならば、神✠にとって何の益するところもないのだから。父なる神✠とキリスト✠の名を、自分の利己的手段に利用し、荒稼ぎをして自分の心を痛める結果になった者が余りにも多い。その人達に対し寛容な態度を示し、忍びがたきを忍び、模範を示し、無理な事はせず、脅かすような言葉を言ってはならない。この教えが求道者のためにならなければ、何の価値があるだろうか？」

            ６

            　その男の人が聖なる幼な児✠のまわりを見ると、霊光✠が無数の眼のように輝いていた。そして、ジャミル✠は頭を北向きにして寝椅子に横たわった。そこで、男の人は聖書と鎖についた黄金色の十字架を、開いたまま太陽に向けて高く差上げた幼な児✠の小さな手にのせた。そうすると、ジャミル✠は聖書や十字架をそっと脇の方へ押しやり、自分の眼の光✠で次のように言った。「神の言葉✠は、この本にもなければ、また、この黄金の十字架にもない。」そこで、その使徒は、まごついてしまった。

            ７

            　この様子を見た聖者のジャミル✠は、もう一度、次のように述べた。「わたしが不敬な事を言っていると思ってはならない。神の言葉✠はキリスト✠の霊となって生きている。十字架✠は神の新しい太陽✠の中で生きている。わたし達が現われたのは、キリスト教徒や他の宗教の人々をよく分らぬ言葉の束縛から解放するためである。あまりにも長き歳月に渡り、わたし達の同胞が言葉の意味も分らず、ただ聖典を利用し説教する者に惑わされ、迷いの世界に入っていた。神✠は人間に対し、聖なる言葉✠に従って生きるよう勧告している事を汝に告げておく。わたし達が聖書の補足的知識を授け生命の書✠を開くので、最後の終局的段階に入った人類に、今与えられる聖書の隠れた意味を、世界のあらゆる国家の人々は理解するだろう。そして、神の新しい太陽✠は天の火✠で地球を焼き焦がすであろう。その火は霊光の子供✠に対しては慰めとなる。そして邪悪なる者は、もはや世の人々を欺く事ができなくなるだろう。なぜなら、すべての人は光明の十字架✠の誕生により真理を知るようになるからである。」

            ８

            　この言葉を述べてから、ジャミル✠は父親に次のようなことを述べたが、これが最後の言葉となった。「さあ、ここから離れて行くがよい。わたしを愛していることは嬉しいが、そうしていると、わたしの務め✠が妨げられるからである。」ここにおいて、ジャミル✠は母親を呼び、慰めたのだった。

            ９

            　そして母親の眼を見つめたが、霊光✠は見えなかった。彼女は幼な児✠を産んだこの世の母であり、幼な児✠の母親に対する愛の深さは人間の理解できぬものであった――太陽と星とを産み出すほど深い愛情なのだ。彼は横になって母親を見、心から憐れんだ。せっかく出してくれた食べ物を断わったために苦悩しているのが分ったからだ。彼女は幼な児✠を愛していたが、いと高き者✠からの言葉を理解することが出来なかった。すなわち、生あるものすべてが霊であり、肉体が死んでも霊的には永遠の生命✠であるという事を。それにも拘らず、どの人もそうであるように、彼女も自分の力でキリストの道を学ばねばならない、また神✠に仕える者は、この世で生を受けている間、よく艱難辛苦に耐えねばならないのだという事を学ぶ必要があった。

            １０

            　それから彼らは幼な児✠に湯を使わせ、白と青の服を着せた。その後で、その男の人は指示された通り、息子を母親に預け、沿岸地方への旅に出た。

            １１

            　その夜、家の者が最後に見に行くと、ジャミル✠は眼を開き、星をちりばめた空をみつめたまま、静かに息を引取った。そして母親が真夜中に幼な児✠の枕もとへ駆け付けた時、幼な児✠は静かに動かずに横たわっていた。母親は悲しさのあまり大きな声で叫んだ。ああ、幼な児✠は二度と帰らぬ人となった！　聖なる幼な児✠は自分の身体をその光✠の輝きで焼き尽くし、この世から去って行った。

            １２

            　そして、この出来事を目撃した人達は、あの山が崩れ落ちた時のように大地がおののき震え、空の星が前よりも明るく輝いたと言っている。また、天界の音楽が星の光となって見え、心の耳にも聞えたと言う人もいた。

            １３

            　そして、その男の人には、幼な児✠の霊魂が物質界の制約から解放され自由の身になったのが感じられた。最愛の息子が霊界へ旅立って行った事を知った時、涙が頬を濡らした。それは１月２９日から３０日の真夜中の事であった。幼な児✠が現世を去ったのは、アンデス山脈の家に着いてから４ケ月経った時のことであった。

            １４
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			第２６章　墓場にて

            　その人は沿岸地方を去り、アンデス山脈の高地に戻った。自宅に着くと、婦人、友人、召使いが庭に集まり、幼な児✠の死を悲しみ、泣いていた。彼は自分の涙の出るのを抑えて皆を抱きしめいたわった。それから、聖なる幼な児✠の亡骸が香りのよい花で囲まれ安らかに眠っている上の部屋に行った。

            １

            　彼は、長い間、死の床で動かない美しい顔をみつめたまま立っていた。生命のない眼が、こちらを凝視していたが、光✠の言葉はもう聞えなかった。血の気を失った少年の唇は動かなかった。そして、幼な児✠のやさしい手を握ると、その男の人は息子の温かい手に触れる日が再び来ないことを思い、悲しさのあまり胸が張裂ける思いであった。血の気がなくなった顔を再び見ると、そこに自分の顔が映っていた。それから、全人類の顔が浮かんできた。白人の顔、黒人の顔、赤味がかった顔、浅黄色の顔、暗褐色の顔など、あらゆる色の人種の男、女、そして、子供達の顔が浮き上がってきた。だが、よく見ると、すべての顔がジャミル✠の顔で、細い皺が寄った老いた元老の顔になっていた。

            ２

            　その人は、その日ずっと上の部屋に入ったまま、幼な児✠がこの世に現われてから明らかにされた事を想い出していた。あたりが薄暗くなりアンデス山脈が夕闇に包まれる頃、彼は庭園におりてきた。そこは、今や幼な児✠の霊を慰めるために降りてきた多数のインディアンが丘より持ち寄った美しい花でいっぱいになっていた。それから、黄金のように輝く髪の幼児の死を悼み、笛吹きは笛を吹き、高地と谷の子供達は詩歌の折返し句を選んで歌い、笛の音と歌声は、あたり一面に鳴り響いた。また、太鼓をたたく人達は神々に霊の昇天を告げるかのように、昼も夜も重苦しげな音を響かせていた。

            ３

            　　　　　　　　　　　　　　 

            　２日目の夜が明けると、ジャミル✠の亡骸を埋葬する用意がなされた。そして父親は看護婦と一緒に、聖霊の宿っていた肉体の１２ケ所の開口部、手、足、額を聖油で清め、舌に塩をのせ宝石の翡翠をのせた。彼らがこうしている間、上の部屋の厳粛な雰囲気は下の庭園に集まった人達にも伝わってきた。アゼハレ、バラの花、くちなしの香りが天空にみなぎっていた。そして、光輝ある者✠の亡骸が下に運ばれてきた時、そのまわりから太陽のような黄金色の明るい光✠が輝いたので、幼な児✠の霊が戻って来たと思われた。そして彼らには幼な児✠が聖者のように思われた。今まで、そのような美しさを見た者は一人もいなかったからである。別れを惜しみながら、亡骸を布で包み、長くて黄色の縮れた巻毛を飾りものでおおい、内側に純白のやわらかい物を張った木製の柩に移した。それから、柩の中に香料、香、花の供え物を入れた。この後で柩にガラスの蓋をしたが、それは慈愛に満ちた太陽の光を映し出す幼な児✠の可愛い顔を隠したくなかったからである。

            ４

            　ちょうど正午に、会葬者はその町を見下ろす高い丘に向って歩き始めたが、その後に村の代表者達がついて来た。その丘で、石工が作った銘の刻んでない墓に、ジャミル✠の現世の遺骸を葬るのだ。その男の人が、その丘に埋葬することを決めたが、その丘はジャミル✠が生前よく訪れ、ユーカリ樹が生えている所であった。丘の麓まで来ると、行列は止まった。一緒についてきた村人は思いやりがあった。そこで、一行は二つに分れ、村人はそこに残り、その男と婦人、若者、看護婦、その他の友人と石工を一人だけが先へ進んだ。村の者は遺族をそっとしておいてあげたかったのだ。そして、八人だけがユーカリ樹の木立を通り抜け、丘を上って行った。

            ５

            　その男の人と若者が柩を運んで行ったが、途中で三回も膝をついた。本当に力が出なくなったのだ。ジャミル✠が生きていた時は、風に舞う木の葉のように軽かった。ところが、故人となった、か弱いジャミル✠の亡骸は石のように重かった。二人とも神秘感に包まれてしまった。

            ６

            　彼らは丘の上の埋葬地に着き、幼な児✠の亡骸を葬るために石工が切った大きな岩の下に腰を下ろし、体を休めた。世界中の寺院と比べても、大昔から聖域であったこの丘の自然の美しさに匹敵する所は殆どないようだ。その丘は四つの河の間にある広大な大地として昔から知られている所にあり、北には雪を頂くアンデスの高山がそびえ、南には肥沃な谷が続いている。太陽が東の緑色の高地に姿を現わすと鋭い蜂が真先に輝き、太陽が西に傾き大コーディレラス山系の紫色の高地の陰に沈むまで明るく輝いていた。それから、月が現われ、柔らかい曲線を描きながら空を横切り、地平線の端から端へと移って行ったが、昼でも夜でも、そこははっきりと見えた。この世の人の亡骸を葬る場所として、国王でさえこれ以上荘重な所を持てるだろうか。

            ７

            　一休みして体力が出てくると、皆で木製の柩を持ち上げ、岩の中に切り開いた安置所まで運び、頭の所を少し上げ、北向きにし、足を南に向け、体を真直ぐにさせ、頭が空に向くような形で岩の中の穴蔵に納めた。そして、皆は愛といとおしさでその顔を見、最後の別れを告げ、幼な児✠が大切にしていた物を遺体の側に埋葬した。それから、白いリンネルの服を着ていた父親は、悲しみに打ちひしがれながら重い口調でこう述べた。「みなさん、この聖なる幼な児✠、その霊はこの世の亡骸から去って行ったが、この幼な児✠の亡骸は、この岩の中で永眠なさるべくされたのです。その生涯は受胎してからほんの３年しか経っていないが、その間に、私達はこの方の霊光✠に守られて生きる名誉を与えられた。もう、この方がいないのだと思うと、あの霊光✠が懐かしく思える。私達は皆、幼な児✠のなさった事や言われた事に対し深い愛を感じていたからです。何よりも、幼な児✠の人となりに敬愛の念を寄せていたからです。神✠がなぜ小さな幼な児✠を通し、私達にほんの僅かな時間話しかけてくださったのか分らないが、あの１２６０日の間に、キリスト✠がこの世に現われ、私達に多くの例証を示されたのを見た。この世がいかに幼な児✠の身体を食い物にしたか、いかに幼な児✠が苦悩し、そしてこの悲しみの世から去って行かれたかを見た。いかに生きとし生けるものが、幼な児✠の姿と心の美しさに打たれ、心を明るくし、感謝の念をもって幼な児✠に目を向けていた事か。それにも拘らず、幼な児✠は何も不満を言わず、穏やかで、落着き、確固たる信念を持ち、神意に従い、この世から去って行った。より神々しくなり、一段と美しくなった姿を私達に見せてくださった。私達は、聖なる者✠の霊が幼な児✠と親しく交わり、光✠の生きた天使が幼な児✠に話しかけ、力添えしているのをはっきり見た。この事から、幼な児✠が単なる赤ん坊ではなく、その内的存在が不滅の光✠であることを知らされた。アンデス山脈の険しい岩山にある、この岩だらけの高地に集まった私達のうちで、この幼な児✠のような方に、お会いできると思う人が何人いるだろうか？」

            ８

            　そして、霊的に目覚めた父親は、聖墓の上に手をのせ次のような言葉を続けた。「この幼な児✠は神✠の使者としてあえて人間の姿となり、この世での苦しみに耐えながら神意を伝えた霊的指導者✠である。ご自分の使命を果すと、この世から去って行かれた。私達が幼な児✠から学んだのは、キリスト✠の意味と、多くの人がキリスト✠の聖務に就いているという事である。預言者✠によって約束された通り、キリスト✠がこの世に戻ってこられた事は確かである。イエス✠とか仏陀✠、または、エリヤ✠、ヴィラコウチヤ✠、あるいは、ゾロアスター✠が幼な児✠の姿となって再来なさったと言う人もいるだろう。しかし、今、わかったことは、形とか実体を持たぬ神✠が人間の姿となって現われ、人々の眼に見えたという事である。しかしそれでいて、神✠は一つであり、無二一体である。」

            ９

            　「今までのことから次のような事が分ってきた。すなわち、神の霊✠は、それぞれ異なった姿となって現われる――キリストの如き聖者✠となり私達の中に現われ、暫らくの間我々と一緒に住まれ、神✠への道を示される。キリスト✠は、すべて一つであり、幾つかの形に分れるものではない。ある時代や、ある場所においては、キリスト✠を幾つかの形に分けているが、それはただ、人間性のしからしめる所である。私達は、これらの事を学んだ。私達が、ここに集まったのは外殻にあたる幼な児✠の亡骸を大地へ帰すためである。内の霊性は死の力から永遠に解放され、もとの光の世界✠へ戻って行った。確かに、その霊は永遠に生きている。この事は皆すべて信じなければならぬ。それでは、墓の口を塞ぐことにしよう。」そして会葬者は、それぞれの手で石を取り、墓の中に入れた。それから石工が平らな石で墓の口を塞ぎ、セメントで固めた。

            １０

            　午後３時に墓の口を塞いだ。その高地一帯は静かな世界に変って行った。暫らくすると、鳥の羽ばたきとも思われる大きな音がした。上の方を見ると、無数の鷲と大はげ鷹が天空に黒い影を映し、墓場の上で大きな輪を描いていた。そのために空が暗くなっていたのだ。ありとあらゆる珍しい鳥が出てきて、ユーカリ樹の枝にとまっていたが、元気よく囀る鳥がいるかと思うと、楽しげに囀る鳥もいた。この季節には見られぬ金色の蝶の群が埋葬所のまわりに集まり、そこを金色の世界に変えたが、鳥は蝶に害を与えなかった。それから、鮮やかな色をした蜂鳥が墓穴のまわりを飛んだ。そして大きな白い鳩が太陽の表面を横切って行くのが見えた。

            １１

            　その時、墓の横から水が流れ出してきた。そして、その荘厳な高地に集まったすべての人々が、これらの出来事を目撃した。

            １２

            　これらの事が起きた時、強い風が吹き、黒い雲が現われ、太陽の表面をさっと横切った。その男の人と友達は大地や岩にしがみついた。風が強かったからである。それから雷が鳴り、雨が降ってきた。そこで彼らが眼を天の方に向けると、暗くなった空に、蛇の形をした雲が飛び龍のように太陽を飲み込み、光を消した。この後で、太陽が現われ、風はおさまった。そこで、その男、六人の友達、そして、石工は丘を下りて家へ向った。

            １３

            日が沈む時、太陽が火のごとく輝き、横に震動したので、その人はそれを注視することができなかった。けれども、幼な児✠が亡くなってから４日目に墓場へ戻り、神の啓示の現われるのを待てという声が聞えた。

            １４
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			第２７章　光なるキリスト

			　夜になると、大地は、光✠を求め光✠に包まれることを望んでいるかのように激しく揺れた。そして、天から流星が雨のように降った。一人の天使✠が、その男の夢に現われ、２日後に、幼な児✠の墓へ行き、神✠の印を待つように告げた。それは全人類に光明を与える十字架✠の事であった。

            １

			　夜が明けてきた時、家中の者は日の出と共に起きた。そして庭園に入ると、３つあるバラの茂みに花が咲いていた。よく数えて見たら、白が２つ、赤が５つ、黄色が１３、ピンク色が１２あった。更に驚いたことは、村全体のあらゆる灌木に花がたった１日で咲いたことだ。

			２

            　すべての人は昼も夜も祈り、断食を行い、天使✠の預言した事を心に浮かべていた。そして、２月２日の夜明けに、太陽は天で燃えるように輝いた。そこで彼らは墓の所に戻り、約束された出来事をじっと待っていた。そして正午に墓の影が地面に映らなくなった時、見よ！太陽のまわりに大きな光輪が現われた。みんな驚き、畏敬の念に打たれ、かたずをのんで立っていた。それから七色の虹のような円が太陽を取巻いたが、水晶のように透き通っており、真中が青で、外側は赤かった。燦然と輝く球の中心に、真っ白な十字架✠が現われた。そこで彼らは最後の審判の日が来たのではないかと思った。あの天使達✠の約束と、幼な児✠の言葉を忘れ、身体が震えていた。１時間の間、天界の焔は天空で燃え続けた。そして、その男の人が太陽を見上げると、ジャミル✠の姿が太陽の向う側に現われた。その光輝は言葉で表現できるものではなく、その容貌は明るく、髪の毛は雪のように白かった。幼な児✠は太陽✠を胸のところに抱えていた。別の世界へ入る門も見えた。また、幼な児✠のまわりに四人の守護の天使✠が見えた。そして幼な児✠の右手の方に、イエス✠の姿と十二人の使徒✠が現われ、幼な児✠の出現を立証していた。それから音楽のように美しいジャミル✠の声が彼の永遠なる魂✠の光✠に話しかけてきた。「わたしは、甦った。」そこで、この使徒は幼な児✠がこの世から救われた事を知った。

            ３

            再び、その声は話したが、大きなラッパの音のように鳴り響いた。「神✠の言葉を伝えたヘブライ人の預言者達は次のように書いている――天使軍の主はこう言われた『見よ、かまどの如く燃える日がやってくる。そして、高慢で、邪悪な者は根を引き抜かれ、刈り株の如くになる。それから彼らを焼き尽くし、根も枝も残さぬ日が来る。』天使軍の主は次のように述べている。『しかし、わたしの名を恐れる汝には正義の太陽✠が昇り、その光からは癒す力が与えられる。そこで汝は、外に出て牧場の子牛のように元気よく飛び跳ねる。そして、邪悪な者を足で踏みつぶす。わたしの準備している日が訪れた時、彼らは汝の足の裏で踏みつぶされ、灰の如くになる。』」

            ４

            　「そして、わたしの最愛なる光の兄弟✠であるイエス✠は、この未来の出来事について聞かれた時、聖書に記録されているような答を示さなかったであろうか？　すなわち、イエス✠は次のように答えていた。『人の子であるキリスト✠の出現は東から西へ走る稲妻の光りのようである。人間の死体をどこに置いても、はげ鷹が群をなしてやって来る。まもなく、と言っても、この試練の時が終った後だが、太陽は暗くなり、月は輝きを失い、星は空から落ちてくる。そして、天の力は弱くなる。それから、人の子であるキリスト✠の印が天に現われ、地上のすべての人は悲嘆のあまり胸を叩く。そして彼らは偉大な力と栄光を持った人の子キリスト✠が天の雲に乗り、現われるのを見る。そこで、キリスト✠は大きなラッパの音と共に天使達✠を遣わし、神✠が選んだ者を、天界✠の端から端まで四方八方から集める。』」

            ５

            　それから、甦った幼な児✠は次のように述べた。「父なる神✠は正義の太陽✠を通し、この世に姿を現わし、人間家族を癒し、その生命を守り、正義の命✠を回復なさる。人間の種が女性の胎内に入り、生命が生まれるように、天の種✠も男女の魂の中へ入り、新しく生まれ変わる。その命✠は神の命✠である。そして、この新しい霊光体✠と、その中で生きている霊的意識✠は死の力の及ぶところではない。そして正義の太陽✠に移されたキリスト✠、及び間接的には微細な原子や粒子に至るまで、ありとあらゆる生命体に生きているキリスト✠は人間の魂の内部で具現することになる。そこで、すべての男、すべての女は自分が神聖にして永遠不滅の神性✠と一つになった事を知るであろう。」

            ６

            　「肉体の感覚が知覚的体験を持ち、また、心が推理したり、考えたり、記憶したり、あるいは決意したりするように、霊の体✠は神✠を感知し、人間の霊的意識✠は神✠を理解し、神✠と親しく交わる。神✠の御心に従い、人間を霊的に指導し、教義を伝えるようになった聖職者✠がそれを体験したという事を頭に入れておきなさい。いや、イエス✠や汝自身の宗教の指導者はもちろん、そればかりでなく、他の世界の宗教の指導者によっても体験された。宇宙的霊力✠としてのキリスト✠の顕現はどの一つの宗教、男女誰一人のものでもない。キリスト✠は父なる神✠の意識✠であり、あなた達の両親があなたに命を与えた如く、その霊的存在✠に生命✠を与えるものである。あなた達は自ら発生したものではないからである。だが、高慢な人達は利己的生活をして、その事を忘れ、己れの霊的根源を見失っている。人間は神✠から発生したものであり、霊的感覚が肉体的感覚とは異なっている事を知っておかねばならない。肉体的感覚によって神✠と霊交できる者は一人もいない。人間が預言者✠の言葉を誤解したのは、このためであり、人間が正義の生き方✠を棄てたために神✠を理解することが出来なくなったからである。」

            ７

            　「これらの正義の預言者達✠は神✠が人間に予定したような生き方、正義の霊的生き方✠を教えるようになった。これらの預言者✠は、親がなした如くキリスト✠により霊を甦らされ、その霊に生命を与えられた。これらの方法により彼らは神✠と霊的に交わり、人間のキリスト意識✠で神の言葉✠を解釈することができたのだ。キリスト教を信じる男女の間には、イエス✠を崇拝し、礼拝式だとか教義を固守し、あるいは信仰、信条を守り抜くことにより、自分の魂が救われると思い込んでいる者がいる。これは誤りである。人間が死から救われるのは信心であるとか、信仰によるものではない。霊的能力を発達させなければ、あるいは、それに生命を与えなければ、神との神聖なる生き方✠をすることができない。男女の生殖作用がなければ、どうして生命が現われようか？　人間は理性により次のように考える。即ち、霊的生命✠の発生は、科学者の言う、生命は偶然の結果か偶発的に生じたもの、または、運命のいたずらによって生じたものだという理論に近い出来事だと思っている。生命の存在している宇宙で非合法的な宇宙といったようなものを見た人がいるだろうか？　万物は或る法則に支配されているのではないか、また、或る力によって導かれているのではないか？　霊的宇宙が合法的なもので、霊の力が支配し、かつ導いているという事を知っておくがよい。新しい身体と新しい意識✠の誕生により霊的生命✠が与えられる事を知るがよい。」

            ８

            　「汝と同じ信仰の司祭と牧師は、自分達がイエス✠や、その使徒✠の直接の後継者だと言っている。彼らは聖書に基づく自分達の教えが神✠の言葉だと思い込んでいる。しかし、イエス✠と、その直弟子が不当な死刑宣告によって殺されたすぐ後で、キリストの教えが世の中から姿を消したという事を汝に告げておく。牧師は平信徒に対し、イエス✠が血を流したのは人間を救済するためであり、神✠のために必要な犠牲であるという事を信じさせている。この教えを中心にした宗教が創設され、真の教えは隠されてしまった。わたしが汝に分る言葉で話しているのは、汝がキリスト教の伝統の教えを受け継いでいる者であるからである。それゆえに、古い天啓法による教会が、それ以前にユダヤ人に与えられた聖なる伝統の約束を果した事を知るがよい。太古から、父なる神✠は栄光ある預言者を通じて、神✠との合一を求める人間の切なる願いを叶える霊的智恵を明らかにした。キリスト教の聖的伝統と、それ以前にヘブライ人に口授された不文の伝統は、聖なる教えを守護した者を育くんだのだが、今この世には残っていない。真の御言葉を述べた本は一冊も存在しない。生きた預言者がいなければ、いかなる聖典があろうとそれだけでは宗教は成り立たない。汝のまわりを見るがよい。現代の預言者はどこにいるのか？」

            ９

            　「新しい共同団体がキリスト教会に与えた約束を果すために生まれてくる。その共同団体は本当に全人類のためであり、それぞれの宗教的伝統に拘らず、新しい霊的誕生により、神✠の体験を切望する男女の願いを実現させるものとなる。そして正義の太陽✠に現れるキリスト✠の光✠のもとで新しい民族が現われることになる。またこの共同団体は定められた時に現われ、キリストの新しい降臨時代✠に生きてゆくキリスト教徒に教えを説くと共に聖教を明らかにし、その人達を信頼し、預けられた神聖なる教義をその教えを受けるべき人々に伝えるようになる。その封印✠は解かれ、その教えは世界のあらゆる宗教に明示される。もしも誰かが、あるいは教会の指導者が、この権威に対し挑戦してきたら、この共同団体は次のように言うがよい。即ち、新しい創造作用✠が訪れている。しかも、それは今、始まった――真理と生命✠の世界が現れるのだ。正義の太陽✠に現れたキリスト✠の光を誰も止めることはできない。光✠の中で生きるべきか否かは一人一人の男女がきめる問題である。神✠が人間家族の全体に永遠なる生命を授けたいと思っているのに、人間は新しい教えをはねつけてしまい、神の与える霊的誕生が奇跡中の奇跡✠である事を理解せず、前兆、証拠、奇跡などを求めている。」

            １０

            　「世界の運命が公正な男女によって左右されるという事をいつも頭に入れて置きなさい。それは、新しい創造✠が行われる時、公正な人だけの力で、正義の太陽✠と宇宙のキリスト✠の生命を支え、それが消え去りこの世が暗黒になるのを防ぐ事ができるからだ。昔の霊的指導者はわたしの述べている霊的太陽✠の命を支えようと努力したがいずれも失敗に終わった。預言者達は個人的に利用され、その教えが邪悪な者や利己的な者により不純なものにされたが、それらの預言者達がそれで満足していると思ってはならない。彼らは神✠に助けを求め、神✠は彼らの訴えを聞き届け、一人残らずこれらの人達の統一エネルギーとして形成された宇宙のキリスト✠をこの世に送り出してくださった。」

            １１

            　「多くの者達は赤ん坊が、成人でもっと年を取った預言者と同じであることに疑問を持つであろう。それにもかかわらず、わたしは正義の幼な児✠であり、聖なる者によって人類の最後の時代にこの世に現れると預言された、人の子キリスト✠である。神の光✠が真にわたしの魂を照らし、永遠なる生命✠を授けてくださったのだが、わたしはこの世を受け継ぐ運命を持つ新しい人類✠の存在を立証するために汝の種から生まれた。わたしが人々に崇拝されたり礼拝されたりしないことはよいことである。わたしの真の価値は、わたしによって例示された真理、慈悲、善、治癒力、そして永遠の生命✠である。わたしの光の兄✠にあたる預言者達は、あらゆる人によく知られており愛されているが、その人達はこの聖なる使命を監督する人々である。その人達の光✠は、父なる神の恩恵✠によって与えられたもので、この世に現れたキリスト✠と共に正義の太陽✠を通して輝くのだ。」

            １２

            　「人間が神聖なる自我✠は不滅のもので、父なる神✠と共存しているという事を知ることは当然である。この霊的甦生に関する教えは、キリスト✠から生命を与えられ、生きた有機的統一体である光✠の教団で統一された指導者によって教授される必要がある。この事を世の人に告げ、その教団を作り、この教えを受ける資格のある人達に聖職を授けよ。何よりも先に、この天界の力がいと高き所で一つに結ばれた如く、その教団を一つに統一せよ。わたしが天使軍✠と共に汝の身を守るという事を忘れずに行くがよい。あらゆる人にキリストの霊✠と正義の太陽✠――すなわち、生命の糧✠であるが――それがすべての国家とすべての民族の上に平等に輝くという事を告げなさい。こうすればわたし達の目的を理解してくれるであろう。人々に確信を抱かせるために議論し、または彼らの理性的な心に訴えようとしてはならない。その代りに、彼らの霊に話しかけ、光✠によって道を説くようにせよ。いったんこの場所を去ったら、ここに戻って来てはいけない。わたしの肉体が昇天したかどうか見るために墓を暴くようなことはやめなさい。死から甦るのは霊だけであるという事を汝に告げておく。肉と骨は天国✠へは行かないのだ。」

            １３

            　「一季節、汝はさ迷うが、その後で、わたしは汝を雪におおわれたアンデス山脈のかなたにある聖なる谷と山まで導いてあげよう。そして、今の文明から忘れられた民族が、一部は汝と同じ民族であるが、建てた廃虚に近い寺院で住むようになる。そこで、暗黒の力のために悪の道に陥った人類の運命を学ぶであろう。その場所で、いと高き所からこの世に送られてくるこの古くて新しい光の宗教✠の聖典✠と教義✠を記録するのだ。わたしは汝の夢に現れよう。又、太陽✠の中にわたしの顔を映し出して見せよう。それから暗黒の力が再び地上に現れ、人間に災いをもたらし、この教えを妨げようとするであろう。汝が愛し、信頼している人達は汝に背き、物質的財貨をすべて奪い取るので、汝の心と魂は厳しい試練にあい、希望を失い、病に冒されるであろう。しかも皆から見捨てられ、精神的苦痛に悩まされることであろう。この時期はさすらいの身となって暮らす期間となろう。最後に汝は立ち上り、健康が回復することになる。そして預言者の教えにある如く正しい道を歩み、神✠を信じる事だけが真の実在であることを知るであろう。それから、１０年経つと、神✠に召された人は自らと同じ道を歩む人々から離れてはならぬという事を痛感し、苦しみの土地を後にして別の土地へ移る事になる。そこで聖典✠を持ち、自分の生まれた所へ戻り、この教えを聞く運命になっている人々に教えを説くがよい。新しい共同団体――神✠に選ばれた人々の団体――を推進し、新世界のための光の子✠を産み出す新しい生者の神殿を作る事になるが、その最初の場所はアメリカであり、イスラエルの首都エルサレムでもローマでも、又、あるいは他の場所でもない。」

            １４

            　「汝はこの新しい団体における最初の正義の指導者✠になる運命を持っている。そして太陽はそれ以前の世界に知られていなかった太陽現象の始まりを示すエネルギーを放射し、汝が戻って来た事を告げる。そこで学者達は苦悩することであろう。その時太陽の黄金時代✠が始まっている。また神✠に選ばれし者が世に現れ、神✠の道を例証し、キリスト✠と心を一つにした新しい生き方✠を教える。そしてあらゆる病は人間の生命源である諸々の力に背いた結果であるが、その病はこの世から永久に姿を消す事になる。そうする事により、人間の寿命は昔、賢人や預言者が日々の生活において神✠を例証した時のように、ずいぶんと長くなる。神✠の果物を食する者だけが不老長寿を保ち、他の人達はこれ迄と同様であろう。結局、その人達は最後に滅びることになる。なぜならば彼らは人間の考え出した低級な神々に仕え、本当の神✠については無知のまま生きる道を選んだからである。この偉大な光の時代✠には、あらゆる生きものはお互いに調和しながら平和に生きてゆく。神の御世✠が今すぐ始まると思ってはならない。この世において目的を完成させるには忍耐と時間が必要である。光の力✠と暗黒の力との間で大きな闘争が行われる。この教えに従う祝福を受けた聖徒達が、堕落した暗黒の者達によって道を誤ることのないように注意せよ。これが昔から言われてきた大きな霊的戦いの事なのだ。これらの力は既に働き出している。それは、古代において為した如く光の子✠を虐待するために、太陽とそのエネルギー、そしてその中に存在している神✠の力を悪用するキリストの反逆者達のことだ。彼らに心を許さないようにせよ。彼らが反対したとしても恐れずに道を説きなさい。彼らは人間が神✠のもとへ戻るのを妨げているからだ。」

            １５

            　「世の初めから神✠は真の宗教✠を色々な名前でこの世に現された。これらの宗教はこの世に道徳的秩序を回復し、人類を世界同胞主義へと導こうとした。今日では、各個人の生活や各国民の間において道徳的秩序はその姿を消し、その代わりに利己主義と不安感が現れ、世界中に広がっている。今までにはなかったような無政府状態が生じている。世俗的な考えが天の心に取って代わった。俗界の僧侶が神に仕える聖職者✠に取って代わった。この俗界の僧侶は浮き世の栄華を求め、地球と宇宙の資源を乱用し、そうする事により、神の国✠に侵入し、神の国✠を乱す者なのだ。かくして、至るところは社会革命を引き起こし、宇宙を混乱状態になし、地震、洪水、飢きん、疫病、戦争を起こす事になる。人類の絶滅を図る暗黒の力がその無謀な企てを捨てなければやがて人類は滅びる。そこでもし人類が自分自身の破滅に向かって盲目的に前進し続けるならば、わたくし達は昔の民族に認めたような共同社会にある場所を与えることにする。そしてその共同社会は、この混乱状態に巻き込まれずに生存し続ける。」

            １６

            　「世界が終わるというこの最後の時代に、この世界的宗教つまり真の宗教が生きたキリスト✠や正義の太陽✠を通じ、もう一度、父なる神✠の口から現れた。そして、その印は光明の十字架✠であり、すべての人の霊眼で見える。人間はこの宗教✠によって新しい生命を受け、破壊の道を避け、救いの道✠に入ることができる。多くの宗教指導者や民衆の指導者はすべてが今までと同じように続くと思い、キリストの時代✠になっても古いものにすがりつき、新しいものを蹴落とし、自分の地位を守り、甘い汁を吸おうとする。彼らがこの宗教に対し何の権威もないことを知っておくがよい。この宗教の伝道者または牧師に反対する者が、神の光✠を暗くすることはできない、なぜなら、それは人間の力ではどうしても食い止められなく、又、俗界のどんな力よりもさらに強いからである。神✠の光はこの世の苦悩を軽減するために現れるわけであるから、本当に全人類のためのものである。あらゆる時代のあらゆる預言者――つまり長老の聖霊団✠に属する人達だが――その霊光✠によって甦ったこれらの預言者は、キリスト✠と共に太陽✠の中に現れる。彼らは道を見失った弟である人間を救済するためにこうするのだ。」

            １７

            「わたしの言う言葉、あるいは、わたしが言うかも知れぬ言葉は、汝自身の理解力によって制約されている。それゆえに、自分が理解できるように、神の言葉✠が直接あなたの霊的意識✠に話しかけるようにしなさい。また全人類に神の言葉✠を聴かすよう仕向けなさい。わたしの言う暗黒の力以外の一切の悪を恐れる必要はない。光の天使✠と人の子キリスト✠が人間家族を守ることになる。」それからその男の人は自分の顔に神✠の息を感じ、次のような言葉を聞いた。「わたしがこの世にいた時に、肉身の汝を聖別し、聖職を授けたように、この共同社会の最初の聖徒として、汝の霊を聖別し、聖職を授ける事を知るがよい。全世界の人達に自分の使命を伝え、父なる神✠によって認められた新しい権威の下で他の人達に聖職を与えるようにせよ。光✠は生命✠を与え、死は暗黒より来ることを忘れてはならない。」そこで幼な児✠の姿は雲の中へ次第に消えて行った。しかし、光明の十字架✠は、更に一時間の間、さん然と輝き太陽✠の表面全体に明るい光を放っていた。そしてそのアンデス山脈にいたすべての人々がこの光景を目撃した。

            １８

            　

            　そして２月の４日に、太陽と６つの惑星が水瓶座に入った。その男の人はまた天空に偉大な印を見た。それからキリストの反逆者の姿が現れた。そこで、彼は寒気を覚え、心と魂は苦悩のためにかき乱された。そしてその苦しみは６日間続いたが、この６日目は幼な児となって現れたキリスト✠の死から丁度８日経った日であった。しかしその人は新しい太陽✠を見て、霊光✠に力を求め、神✠に祈りを捧げた。幼な児のキリスト✠は彼の願いを聞き、彼を励ますために天使✠を夢の中に現した。そこで暗黒は彼に対する支配力を失った。

            １９

            　

            　それから、彼はアンデス山脈の東で偉大な仕事✠を開始したのだった。

            ２０
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